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施政方針

うるま市長

島
しま

　袋
ぶく

　俊
とし

　夫
お

１.

市
政
運
営
の
基
本
姿
勢

平成23年度

　

本
日
、
第
60
回
う
る
ま
市
議
会
定
例
会
が

開
催
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
平
成
23
年
度
予
算

案
を
は
じ
め
と
す
る
各
議
案
の
説
明
に
先
立

ち
、
私
の
市
政
運
営
に
対
す
る
所
信
と
主
要

事
業
の
概
要
を
申
し
上
げ
、
市
議
会
並
び
に

市
民
の
皆
さ
ま
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
、
市
長
に
就
任
し
て
昨
年
度
で
２
年

目
を
迎
え
、「
う
る
ま
市
は
ひ
と
つ 

市
民
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
地
域

経
済
の
活
性
化
と
市
民
生
活
の
安
定
を
最
優

先
に
、
３
つ
の
目
標
を
掲
げ
市
政
運
営
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

１
つ
目
の
「
経
済
の
活
性
化
と
失
業
率
の

改
善
」
に
つ
い
て
は
、
特
に
若
年
者
の
就
職

環
境
が
一
段
と
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

本
市
は
、
沖
縄
県
、
金
武
町
、
宜
野
座
村
で

構
成
す
る
沖
縄
県
環
金
武
湾
地
域
雇
用
創
造

協
議
会
を
中
心
に
、
人
材
育
成
及
び
就
業
支

援
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
そ
の
成
果
と
し
て
、

島
し
ょ
地
域
で
事
業
展
開
さ
れ
て
い
る
「
島

す
ぱ
」
事
業
に
お
い
て
、
人
材
育
成
事
業
の

研
修
生
が
雇
用
さ
れ
た
ほ
か
、
情
報
通
信
の

コ
ン
テ
ン
ツ
産
業
で
は
ア
ニ
メ
制
作
を
は
じ

め
、
ア
ジ
ア
ド
ラ
マ
の
日
本
語
字
幕
を
作
成

し
ネ
ッ
ト
配
信
が
開
始
さ
れ
る
な
ど
、
こ
れ

ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
雇
用
対
策
が
実
を
結

び
始
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
以
前
か
ら
国
レ
ベ
ル
で
検
討
が
進
め

ら
れ
て
き
た
与
那
城
平
宮
地
区
へ
の
サ
ウ
ジ
ア

ラ
ビ
ア
国
営
石
油
会
社
の
原
油
備
蓄
貯
蔵
が
本

年
２
月
か
ら
開
始
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
石
油
備

蓄
に
伴
う
財
源
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

２
つ
目
の
「
教
育
・
子
育
て
支
援
の
拡
大
」

に
つ
い
て
は
、
与
那
城
小
学
校
体
育
館
の
建

設
及
び
与
勝
中
学
校
校
舎
の
増
改
築
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
田
場
小
学
校
校
舎
建
設
の

実
施
設
計
や
小
中
学
校
の
消
防
設
備
等
の
整

備
を
推
進
し
ま
し
た
。
ま
た
、
川
崎
小
学
校

体
育
館
に
つ
い
て
は
、
建
設
に
向
け
前
倒
し

で
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
に
つ
い
て
は
、
こ
ど
も
ゆ
め

基
金
の
創
設
や
子
ど
も
手
当
の
支
給
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
強

化
の
た
め
保
育
対
策
等
促
進
事
業
を
実
施
い

た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
認
可
外
保
育
施
設
の
環
境
整
備
や

待
機
児
童
対
策
と
し
て
、
保
育
所
入
所
待
機

児
童
対
策
特
別
事
業
や
安
心
こ
ど
も
基
金
特

別
対
策
事
業
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　

３
つ
目
の
「
地
元
企
業
育
成
と
誘
致
、
そ

し
て
地
産
地
消
」
に
つ
い
て
は
、
市
長
就
任

以
降
、
中
城
湾
港
新
港
地
区
の
東
埠
頭
整
備
、

航
路
浚
渫
等
に
つ
い
て
関
係
省
庁
へ
強
く
要

請
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
昨
年

８
月
に
は
、
中
城
湾
港
が
全
国
43
の
重
点
港

湾
と
し
て
選
定
さ
れ
、
今
後
国
際
物
流
の
拠

点
と
し
て
整
備
が
図
ら
れ
る
も
の
と
期
待
し

て
お
り
ま
す
。

　

企
業
誘
致
で
は
、
沖
縄
県
が
供
用
開
始
し

た
素
形
材
産
業
賃
貸
工
場
を
中
心
に
９
社
の

入
居
が
進
み
、
Ｉ
Ｔ
津
梁
パ
ー
ク
に
お
い
て

も
11
社
の
入
居
に
よ
り
、
約
８
０
０
人
の
雇

用
が
見
込
ま
れ
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
中

核
機
能
支
援
施
設
Ｂ
棟
及
び
企
業
立
地
促
進

セ
ン
タ
ー
が
新
た
に
完
成
す
る
な
ど
、
今
後

ま
す
ま
す
企
業
立
地
と
雇
用
の
促
進
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
本
市
の
物
産
や
製
造
品
の
販
路
拡

大
に
つ
い
て
は
、
海
外
展
開
支
援
事
業
と
し

て
、
市
内
企
業
の
参
加
の
も
と
中
国
深
圳
市
、

台
湾
高
雄
市
で
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
行
い

ま
し
た
。

　

さ
て
日
本
経
済
は
、
昨
年
後
半
の
円
高
と

デ
フ
レ
経
済
に
よ
り
全
体
的
に
は
厳
し
い
状

況
に
あ
り
、
新
規
学
卒
者
の
求
人
状
況
は
低

迷
し
、
失
業
率
は
大
き
な
改
善
に
は
至
っ
て

お
り
ま
せ
ん
。
政
府
は
、景
気
対
策
と
し
て「
円

高
・
デ
フ
レ
対
応
の
た
め
の
緊
急
総
合
経
済

対
策
」
を
閣
議
決
定
し
、「
き
め
細
か
な
交
付

金
」
お
よ
び
「
住
民
生
活
に
光
を
そ
そ
ぐ
交

付
金
」
を
創
設
し
ま
し
た
。

　

本
市
は
国
の
対
策
と
連
動
し
、
総
額

３
億
５
９
０
０
万
円
の
事
業
実
施
を
計
画
し
、

積
極
的
に
地
域
活
性
化
に
努
め
ま
す
。
特
に
、

排
水
路
な
ど
の
危
険
箇
所
に
つ
い
て
は
、
集
落
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内
排
水
路
の
事
故
が
二
度
と
起
こ
ら

な
い
よ
う
安
全
対
策
に
取
り
組
み
ま

す
。

　

ま
た
、
幼
稚
園
及
び
小
中
学
校
の

施
設
環
境
整
備
と
し
て
学
校
施
設
の

修
繕
や
消
防
設
備
の
改
修
、
安
心
・

安
全
な
給
食
環
境
整
備
な
ど
を
実
施

し
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
は
、
沖
縄
振
興
特
別

措
置
法
お
よ
び
沖
縄
振
興
計
画
が
最

終
年
度
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
沖
縄

の
将
来
を
左
右
す
る
転
機
の
年
で
あ

り
ま
す
。

　

沖
縄
県
は
、
こ
れ
ま
で
の
国
主
体

の
振
興
計
画
か
ら
県
主
体
の
「
沖
縄

21
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し
、「
こ

れ
か
ら
の
沖
縄
振
興
の
た
め
の
制
度

提
言
」
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

沖
縄
が
地
理
的
優
位
性
を
発
揮
し
、

ア
ジ
ア
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
な
発
展
を

沖
縄
経
済
に
活
か
す
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
「
地
域
住
民
は
、
自
ら
暮
ら
す
地
域

の
あ
り
方
に
つ
い
て
自
ら
考
え
、
主

体
的
に
行
動
し
、
そ
の
行
動
と
選
択

に
責
任
を
負
う
」
と
い
う
地
域
主
権

の
理
念
は
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
お

い
て
そ
の
重
要
性
は
一
層
増
し
て
い

く
も
の
と
考
え
ま
す
。

　

さ
て
昨
年
度
は
、
興
南
高
校
の
甲

子
園
春
夏
連
覇
と
Ｈ
Ｙ
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
紅

白
歌
合
戦
へ
の
出
場
、
ま
た
、
７
月

に
開
催
さ
れ
た
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大

会
「
美
ら
島
沖
縄
総
体
」
で
は
、
相
撲
競
技

の
団
体
の
部
で
中
部
農
林
高
等
学
校
が
見
事

準
優
勝
の
栄
冠
を
勝
ち
取
り
、
市
民
に
喜
び

と
感
動
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

一
方
、
米
軍
普
天
間
飛
行
場
の
移
設
問
題

で
は
、
本
市
勝
連
沖
へ
の
移
設
反
対
を
は
じ

め
、
４
月
に
開
催
さ
れ
た
「
米
軍
普
天
間
飛

行
場
の
県
外
・
国
外
移
設
を
求
め
る
県
民
大

会
」
に
お
い
て
は
、
大
勢
の
市
民
が
共
に
参

加
し
、
基
地
の
な
い
平
和
な
沖
縄
の
実
現
に

向
け
、
そ
の
思
い
を
国
内
外
へ
発
信
い
た
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
南
米
チ
リ
地
震
に
伴
う
太
平
洋
沿

岸
へ
の
津
波
警
報
や
10
月
の
集
中
豪
雨
に
よ

る
事
故
は
、
身
近
な
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ

く
り
の
重
要
性
を
強
く
認
識
い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
ち
づ
く
り
に
は
市
民
の
皆
さ
ま
を
は
じ

め
、
自
治
会
な
ど
の
地
域
組
織
や
関
係
団
体
、

民
間
事
業
者
、
そ
し
て
市
議
会
な
ど
多
く
の

方
々
の
連
携
が
何
よ
り
も
重
要
で
あ
り
ま
す
。

　

私
は
、
本
年
度
も
「
う
る
ま
市
は
ひ
と
つ

市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
に
向
け
、
全
力

で
市
政
運
営
に
取
り
組
む
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

次
に
、
平
成
23
年
度
予
算
案
に
つ
い
て
、

そ
の
概
要
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
の
予
算
編
成
に
つ
い
て
は
、

う
る
ま
市
行
政
改
革
大
綱
及
び
実
施
計
画
、

ま
た
枠
配
分
方
式
に
よ
る
予
算
編
成
を
基
本

に
、
限
ら
れ
た
財
源
を
効
果
的
に
活
用
す
る

べ
く
予
算
編
成
に
努
め
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
本
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は
、

４
３
２
億
５
，１
６
８
万
１
千
円
と
な
り
、
前

年
度
に
比
べ
０
・
９
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
特
別
会
計
予
算
は
、
国
民
健
康
保

険
が
１
７
０
億
６
，７
０
８
万
３
千
円
、
後
期

高
齢
者
医
療
が
７
億
４
，５
４
２
万
９
千
円
、

介
護
保
険
が
76
億
２
，０
９
５
万
円
、
公
共
下

水
道
事
業
が
22
億
１
，６
９
１
万
４
千
円
、
農

業
集
落
排
水
事
業
が
１
，６
８
４
万
７
千
円

で
、
公
営
企
業
の
水
道
事
業
会
計
予
算
は
、

33
億
６
，８
８
７
万
５
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

従
い
ま
し
て
、
本
市
の
総
予
算
規
模
は
、

一
般
会
計
、
特
別
会
計
及
び
水
道
事
業
会
計

を
合
わ
せ
た
７
４
２
億
８
，７
７
７
万
９
千
円

で
あ
り
ま
す
。

　

続
き
ま
し
て
、
平
成
23
年
度
主
要
事
業
の

概
要
に
つ
い
て
、
総
合
計
画
に
掲
げ
た
５
つ

の
基
本
目
標
に
沿
っ
て
説
明
い
た
し
ま
す
。

 
第
１ 

人
と
自
然
に
や
さ
し
い
基
盤
と

環
境
を
育
て
ま
す

　

島
し
ょ
地
域
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
農

水
産
業
振
興
や
、
道
路
・
排
水
路
及
び
水
道

な
ど
の
生
活
基
盤
、
ま
た
防
災
対
策
な
ど
の

基
盤
整
備
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
後

も
引
き
続
き
、
住
民
生
活
の
基
盤
整
備
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

島
し
ょ
地
域
に
は
多
く
の
宝
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
宝
と
は
、
海
に
囲
ま
れ
た
自
然
環
境
、

歴
史
と
伝
統
文
化
に
彩
ら
れ
た
島
の
生
活
風

景
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
の
宝
は
、
滞
在
・

体
験
・
交
流
型
観
光
で
求
め
ら
れ
て
い
る
要

素
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
の
観
光
に
お
い
て
、

島
し
ょ
地
域
は
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
く

る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
私
は
、
地
域

住
民
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
、
関
係
団
体
と
も

連
携
を
図
り
、
島
し
ょ
地
域
の
振
興
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
「
東
海
岸
開
発
構
想
」
に
つ
い
て
は
、
現
在

策
定
し
て
い
る
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
平
成

23
年
度
は
事
業
化
に
向
け
取
り
組
み
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
道
に
つ
い
て
は
、
勝
連
２
─
52
号
線
ほ

か
10
路
線
の
継
続
事
業
を
進
め
る
と
と
も
に
、

新
規
事
業
と
し
て
与
那
城
16
号
線
道
路
整
備

事
業
に
着
手
す
る
ほ
か
、
計
画
的
な
道
路
橋

の
維
持
管
理
の
た
め
長
寿
命
化
修
繕
計
画
の

策
定
に
取
り
組
み
、
主
要
道
路
網
や
生
活
道

路
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
国
・
県
の
建
設
事
業
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
事
業
の
推
進
に
積
極
的
に
協
力
し
、

整
備
促
進
を
要
請
し
ま
す
。

　

街
路
に
つ
い
て
は
、
石
川
西
線
、
安
慶
名

３
区
線
及
び
４
区
線
、
兼
箇
段
高
江
州
線
の

各
道
路
改
築
事
業
を
継
続
し
て
推
進
し
ま
す
。

　

地
域
情
報
化
に
つ
い
て
は
、
地
域
イ
ン
ト

ラ
ネ
ッ
ト
の
安
定
稼
働
に
努
め
る
と
と
も
に
、

行
政
情
報
化
に
つ
い
て
は
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

２.

平
成
23
年
度
の
予
算
規
模

３.

主
要
事
業
の
概
要
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セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
の
充
実
に
取
り
組

み
ま
す
。

　

ま
た
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
移

行
に
伴
い
、
池
味
・
宮
城
・
上
原
地

域
及
び
平
敷
屋
地
域
の
一
部
が
新
た

な
難
視
聴
地
区
と
な
る
こ
と
か
ら
、

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
策
事
業
を
実

施
し
、
難
視
聴
の
解
消
に
努
め
ま
す
。

　

用
途
未
指
定
地
域
に
お
け
る
良
好

な
環
境
を
形
成
・
保
持
す
る
た
め
、

本
年
度
は
石
川
地
区
及
び
具
志
川
地

区
の
特
定
用
途
制
限
地
域
の
指
定
に

向
け
取
り
組
み
ま
す
。

　

安
慶
名
土
地
区
画
整
理
事
業
に
つ

い
て
は
、
建
物
移
転
補
償
の
進
捗
に

併
せ
、
上
下
水
道
や
幹
線
街
路
、
区

画
道
路
の
工
事
を
推
進
し
、
宅
地
の

早
期
利
用
に
努
め
る
と
と
も
に
、
緑

豊
か
で
、
う
る
お
い
の
あ
る
居
住
環

境
の
確
保
に
ふ
さ
わ
し
い
建
築
物
の

誘
導
を
図
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
商
業
拠
点
街
区
の
活
性

化
を
目
指
し
、
地
域
主
導
の
個
性
あ

る
ま
ち
づ
く
り
を
支
援
し
、
都
市
の

再
生
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

組
合
施
行
の
土
地
区
画
整
理
事
業

に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
技
術
的
指

導
等
の
支
援
を
行
い
、
早
期
完
了
を

目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
市
で
認
可
を
し
て
い
る
非

補
助
・
小
規
模
土
地
区
画
整
理
事
業

に
つ
い
て
は
、
組
合
施
行
等
に
よ
る

自
発
的
な
立
ち
上
げ
や
地
域
の
実
情

に
応
じ
た
ま
ち
づ
く
り
を
支
援
し
ま

す
。

　

市
営
住
宅
に
つ
い
て
は
、
使
用
料
の
徴
収

率
向
上
に
努
め
る
と
と
も
に
、
計
画
的
な
施

設
の
維
持
管
理
を
行
う
た
め
「
市
営
住
宅
長

寿
命
化
計
画
」
を
策
定
し
ま
す
。

　

ま
た
、
建
設
中
の
饒
辺
団
地
に
つ
い
て
は
、

平
成
24
年
度
の
供
用
開
始
に
向
け
て
整
備
を

進
め
ま
す
。

　

景
観
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
本
市
の

多
彩
で
特
色
あ
る
美
し
い
景
観
を
保
全
・
創

出
す
る
た
め
、
引
き
続
き
景
観
計
画
を
推
進

し
ま
す
。

　

環
境
問
題
に
つ
い
て
は
、「
う
る
ま
市
地
球

温
暖
化
対
策
実
行
計
画
」
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、「
う
る
ま
市
環
境
調
和
型
ま
ち
づ
く
り

実
行
計
画
」
の
策
定
に
取
り
組
み
、
悪
臭
対

策
に
努
め
ま
す
。

　

ご
み
問
題
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
ご
み
減

量
化
の
推
進
、
廃
棄
物
の
適
正
処
理
、
不
法
投

棄
の
防
止
、リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

　

野
犬
・
闘
犬
問
題
に
つ
い
て
は
、
環
境
衛

生
の
推
進
と
市
民
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、

関
係
機
関
な
ど
と
連
携
し
迅
速
な
対
応
に
努

め
ま
す
。

　

上
水
道
に
つ
い
て
は
、
漏
水
調
査
や
老
朽

給
水
管
及
び
配
水
管
の
布
設
替
え
な
ど
に
取

り
組
み
、
給
水
の
安
定
化
と
有
収
率
の
向
上

な
ど
に
よ
り
健
全
経
営
に
努
め
ま
す
。

　

公
共
下
水
道
に
つ
い
て
は
、
快
適
で
衛
生

的
な
生
活
環
境
づ
く
り
を
目
指
し
、
引
き
続

き
整
備
を
図
り
、
こ
れ
ま
で
整
備
さ
れ
た
地

域
に
つ
い
て
は
、
普
及
活
動
を
推
進
し
接
続

率
の
向
上
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
平
成
23
年

度
か
ら
は
下
水
道
課
の
管
理
業
務
を
水
道
局

に
移
転
し
、
市
民
の
利
便
性
向
上
と
業
務
の

効
率
化
に
努
め
ま
す
。

　

公
園
に
つ
い
て
は
、
伊
波
公
園
、
ヌ
ー
リ

川
公
園
、
石
川
地
区
周
辺
整
備
事
業
に
よ
る

緑
地
広
場
の
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
新

規
事
業
と
し
て
公
園
の
安
全
確
保
を
図
る
た

め
の
公
園
施
設
長
寿
命
化
計
画
策
定
及
び
川

崎
公
園
の
概
略
設
計
に
取
り
組
み
ま
す
。
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郷
土
に
誇
り
を
持
ち
、
明
日
の

う
る
ま
市
を
支
え
る
人
を
育
て
ま
す

　　

学
校
教
育
に
つ
い
て
は
、「
明
日
を
拓
く
夢

の
あ
る
人
材
育
成
」
を
目
標
に
、
知
・
徳
・
体
・

食
の
調
和
の
と
れ
た
幼
児
児
童
生
徒
の
育
成

を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
小
学
校
で
は
本
年
度
か
ら
新
学
習

指
導
要
領
に
基
づ
く
新
た
な
教
育
課
程
に
よ

り
教
育
活
動
を
行
う
と
と
も
に
、
教
師
用
教

科
書
等
を
整
備
し
、
円
滑
な
実
施
を
推
進
し

ま
す
。

　

安
心
で
安
全
な
学
校
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、

児
童
生
徒
が
学
校
内
外
で
安
心
し
て
生
活
で

き
る
よ
う
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

を
配
置
し
、
行
政
、
学
校
、
家
庭
、
地
域
の

連
携
に
よ
る
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に

取
り
組
み
ま
す
。

　

経
済
的
理
由
に
よ
り
、
就
学
困
難
と
認
め

ら
れ
る
児
童
生
徒
の
保
護
者
に
対
し
て
は
、

必
要
な
就
学
援
助
を
行
い
、
円
滑
な
義
務
教

育
に
努
め
ま
す
。

　

教
育
水
準
の
維
持
向
上
と
教
育
諸
条
件
の

公
平
性
を
享
受
で
き
る
教
育
環
境
の
整
備
・

充
実
を
図
る
こ
と
は
、
行
政
の
責
務
で
あ
る

た
め
、
今
後
も
本
市
に
お
け
る
学
校
適
正
配

置
基
本
計
画
に
つ
い
て
は
、
最
重
要
課
題
と

位
置
づ
け
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、
安
心
・
安
全
で

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
給
食
を
提
供
し
ま

す
。
ま
た
、
地
元
食
材
の
活
用
や
年
中
行
事

食
を
献
立
に
取
り
入
れ
る
な
ど
、
食
育
の
普

及
・
啓
発
に
努
め
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
具
志
川
第
２
調
理
場
に
お
い
て

は
給
食
環
境
の
改
善
を
図
る
た
め
、
食
器
の

段
階
的
な
買
い
替
え
に
併
せ
て
、
食
器
洗
浄

機
を
新
た
に
設
置
し
ま
す
。

　

教
育
研
究
所
に
お
い
て
は
、
教
員
の
資
質

向
上
を
図
り
、
21
世
紀
を
た
く
ま
し
く
生
き

る
子
ど
も
の
育
成
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
悩
み
を
抱
え
る
子
ど
も
や
保
護
者

及
び
教
職
員
を
支
援
す
る
た
め
の
教
育
相
談

の
充
実
に
努
め
る
と
と
も
に
、
適
応
指
導
の

充
実
に
よ
り
小
中
学
校
に
お
け
る
不
登
校
問

題
の
改
善
に
取
り
組
み
ま
す
。

給食配送車に描かれた「美味しい給食」の絵
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青
少
年
の
健
全
育
成
に
つ
い
て

は
、
教
育
上
好
ま
し
く
な
い
行
動
を

防
止
す
る
た
め
、
家
庭
・
学
校
・
行

政
機
関
・
事
業
所
等
、
関
係
機
関
・

団
体
と
連
携
し
、
青
少
年
及
び
保
護

者
に
対
す
る
総
合
的
な
相
談
及
び
指

導
活
動
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、「
う
る
ま
市
生
徒
指
導
連

絡
協
議
会
」
や
「
う
る
ま
市
青
少
年

育
成
市
民
会
議
」
な
ど
と
連
携
し
た

「
少
年
を
守
る
日
」
の
励
行
や
、「
青

少
年
の
深
夜
は
い
か
い
防
止
」・「
未

成
年
者
飲
酒
防
止
」
県
民
一
斉
行
動

う
る
ま
市
民
大
会
の
開
催
、
児
童
生

徒
の
登
下
校
の
巡
視
活
動
及
び
夜
間

街
頭
指
導
等
に
よ
り
夜
型
社
会
の
是

正
に
努
め
ま
す
。

　

不
登
校
児
童
・
生
徒
に
対
し
て
は
、

あ
や
は
し
教
室
を
と
お
し
て
、
生
活

指
導
や
体
験
活
動
、
学
習
支
援
等
を

行
い
、
学
校
へ
の
早
期
復
帰
を
支
援

し
ま
す
。

　

学
校
施
設
に
つ
い
て
は
、
川
崎
小

学
校
体
育
館
及
び
田
場
小
学
校
校
舎

の
本
体
工
事
を
実
施
し
、
安
全
・
安

心
な
施
設
保
全
に
努
め
ま
す
。
ま
た

新
た
に
伊
波
幼
稚
園
園
舎
、
伊
波
小

学
校
校
舎
及
び
具
志
川
中
学
校
体
育

館
の
基
本
・
実
施
設
計
に
着
手
す
る

と
と
も
に
、
学
校
用
地
取
得
事
業
も

継
続
し
て
行
い
ま
す
。

　

沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学
に
関

連
し
て
４
月
に
開
校
す
る
沖
縄
ア

ミ
ー
ク
ス
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
に

つ
い
て
は
、
子
ど
も
た
ち
が
英
語
に
よ
る
授

業
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
て
、
自

然
に
国
際
性
が
身
に
つ
く
人
材
の
育
成
が
図

ら
れ
る
も
の
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
る
新
学
習

要
領
に
よ
り
小
学
校
５
・
６
年
生
に
英
語
教
育

が
導
入
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
同
校
と
の
交
流

が
語
学
力
の
向
上
に
繋
が
る
も
の
と
期
待
し

て
お
り
ま
す
。

　

社
会
体
育
に
つ
い
て
は
、
市
民
が
日
々
健

康
的
な
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
各
種
ス
ポ
ー

ツ
教
室
や
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
開
催
す
る
と
と

も
に
、
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
関

係
団
体
と
連
携
し
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
社
会
の

実
現
と
市
民
に
夢
を
与
え
る
競
技
ス
ポ
ー
ツ

の
推
進
に
努
め
ま
す
。

　　

社
会
教
育
に
つ
い
て
は
、「
う
る
ま
市
ま
ち

づ
く
り
生
涯
学
習
推
進
基
本
計
画
」
の
策
定

に
取
り
組
み
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
生
涯
を

通
じ
て
生
き
が
い
の
あ
る
心
豊
か
な
生
活
が

送
れ
る
よ
う
社
会
教
育
関
係
団
体
と
連
携
し
、

生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。
ま

た
、
生
涯
学
習
の
拠
点
と
な
る
中
央
公
民
館

に
つ
い
て
は
、
建
設
に
向
け
基
本
計
画
の
策

定
及
び
基
本
設
計
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

な
お
、
社
会
体
育
課
、
社
会
教
育
課
に
お
き

ま
し
て
は
、
市
民
と
共
に
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
社
会

及
び
生
涯
学
習
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
、
平
成
23
年
４
月
か
ら
課
名
を
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
課
と
生
涯
学
習
振
興
課
に
改
め
ま
す
。

　

図
書
館
に
つ
い
て
は
、
情
報
セ
ン
タ
ー
と

し
て
位
置
づ
け
、
市
民
の
学
習
意
欲
を
喚
起

し
、
人
間
形
成
と
生
活
課
題
の
解
決
に
資
す

る
た
め
、
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
努
め

ま
す
。

　

文
化
振
興
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
文
化
活

動
の
推
進
と
積
極
的
な
参
加
を
奨
励
す
る
た

め
、
総
合
文
化
祭
や
沖
展
選
抜
展
な
ど
を
開

催
し
、
活
動
発
表
の
機
会
と
文
化
芸
術
と
触

れ
あ
う
場
を
提
供
し
ま
す
。

　

芸
術
・
文
化
施
設
に
つ
い
て
は
、
活
動
の

拠
点
と
な
る
市
民
芸
術
劇
場
、
石
川
会
館
、

き
む
た
か
ホ
ー
ル
の
利
活
用
を
図
り
、
音
楽

活
動
・
舞
台
演
劇
等
の
芸
術
文
化
の
発
展
継

承
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
市
民
芸
術
劇
場
に

つ
い
て
は
、
各
種
設
備
の
安
定
稼
働
を
図
る

た
め
、
老
朽
化
し
た
パ
ッ
ケ
ー
ジ
型
エ
ア
コ

ン
の
改
修
を
行
い
ま
す
。

　

文
化
財
に
つ
い
て
は
、
地
域
固
有
の
歴
史
・

文
化
、
民
俗
芸
能
の
理
解
・
継
承
を
と
お
し
て
、

郷
土
愛
の
醸
成
が
図
れ
る
よ
う
、
文
化
財
の

発
掘
調
査
・
保
存
、
ま
た
資
料
の
収
集
等
を

行
い
、
資
料
館
の
充
実
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、

世
界
遺
産
の
勝
連
城
跡
に
つ
い
て
は
、
引
き

続
き
整
備
事
業
を
推
進
し
ま
す
。
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う
る
ま
市
の
魅
力
を
生
か
し
た

産
業
を
育
て
ま
す

　

農
業
振
興
に
つ
い
て
は
、「
農
業
経
営
基
盤

の
強
化
の
促
進
に
関
す
る
基
本
的
な
構
想
」

に
基
づ
き
、
効
率
的
な
農
業
経
営
と
担
い
手

育
成
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
認
定
農
家
に
対
し
て
は
、
農
業
経

営
改
善
計
画
の
目
標
達
成
に
向
け
た
指
導
を

強
化
し
、
経
営
安
定
、
経
営
改
善
の
円
滑
な

推
進
が
図
れ
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

　

拠
点
産
地
に
認
定
さ
れ
た
品
目
に
つ
い
て

は
、
産
地
協
議
会
及
び
関
係
機
関
と
連
携
し

生
産
振
興
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
に
つ
い
て
は
、
本

年
度
か
ら
総
合
的
な
見
直
し
に
着
手
し
ま
す
。

　

畜
産
に
つ
い
て
は
、
畜
産
共
進
会
の
開
催

や
優
良
肉
用
牛
子
牛
生
産
奨
励
補
助
金
事
業

等
を
展
開
し
、
生
産
農
家
、
関
係
団
体
等
の

育
成
及
び
経
営
安
定
を
図
り
ま
す
。

うるま市陸上競技大会

世界遺産 勝連城跡
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今
後
と
も
、
Ｊ
Ａ
お
き
な
わ
や
中

部
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
等
の
関

係
機
関
と
連
携
を
密
に
し
、
本
市
の

特
性
を
活
か
し
た
農
畜
産
業
の
振
興

に
努
め
ま
す
。

　

農
業
農
村
整
備
に
つ
い
て
は
、
南

風
原
・
西
原
地
区
、
う
る
ま
地
区
、

上
原
２
期
地
区
の
県
営
事
業
を
促
進

す
る
と
と
も
に
、
う
る
ま
１
期
地
区
、

う
る
ま
２
期
地
区
、
う
る
ま
第
３
地

区
の
市
営
事
業
の
実
施
と
、
農
業
用

水
供
用
地
域
の
拡
大
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
農
道
整
備
に
つ
い
て
は
、

利
用
者
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、

宮
城
地
区
に
お
け
る
農
産
漁
村
活
性

化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
山
城
地
区
の
団
体
営
調
査
設

計
に
着
手
し
、
危
険
箇
所
対
策
に
努

め
ま
す
。

　

水
産
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
漁
業

経
営
の
安
定
化
と
効
率
化
を
図
る
た

め
、
地
域
水
産
物
供
給
基
盤
整
備
事

業
及
び
漁
業
施
設
整
備
事
業
を
実
施

し
ま
す
。

　

商
工
業
に
つ
い
て
は
、
う
る
ま
市

商
工
会
と
連
携
し
、
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
保
証
や
中
小
企
業
融
資
保
証

料
補
助
な
ど
を
活
用
し
、
商
工
業
の

振
興
に
努
め
ま
す
。

　

企
業
立
地
に
つ
い
て
は
、「
う
る
ま

市
・
金
武
町
企
業
立
地
促
進
基
本
計

画
」
に
基
づ
き
、
積
極
的
な
企
業
誘

致
活
動
を
展
開
し
、
製
造
関
連
産
業
、

情
報
通
信
産
業
及
び
観
光
・
リ
ゾ
ー

ト
産
業
の
立
地
集
積
を
図
る
と
と
も
に
、
地

域
金
型
人
材
養
成
事
業
等
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
企
業
立
地
促
進
条
例
や
地
域
総
合

整
備
資
金
貸
付
制
度
等
を
活
用
し
、
創
・
操

業
支
援
事
業
を
通
じ
て
、
さ
ら
な
る
企
業
誘

致
を
展
開
し
ま
す
。

　

観
光
振
興
に
つ
い
て
は
、
エ
イ
サ
ー
・
闘

牛
な
ど
の
豊
か
な
伝
統
芸
能
や
文
化
、
世
界

遺
産
の
勝
連
城
跡
、
ま
た
島
し
ょ
地
域
な
ど

の
地
域
資
源
を
活
用
し
、
そ
の
魅
力
と
地
域

特
性
を
活
か
し
た
観
光
・
リ
ゾ
ー
ト
産
業
の

構
築
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
の
一
体
感
の
醸
成
と
本
市
の

魅
力
を
発
信
す
る
た
め
、｢

う
る
ま
祭
り｣

を

開
催
す
る
ほ
か
、
島
し
ょ
地
域
の
風
光
明
媚

な
自
然
を
活
か
し
た
「
あ
や
は
し
海
中
ロ
ー

ド
レ
ー
ス
大
会
」
や｢

美
ら
島
お
き
な
わ
セ

ン
チ
ュ
リ
ー
ラ
ン｣
、
さ
ら
に
は
「
島
す
ぱ
」、

「
リ
ゾ
ー
ト
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ｣

、「
外
国
人
観
光

客
の
誘
客
」
な
ど
新
た
な
観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
推
進
し
ま
す
。

　

物
産
振
興
に
つ
い
て
は
、
本
市
の
豊
か
な

農
畜
水
産
物
を
活
か
し
た
農
商
工
連
携
を
推

進
し
、
県
内
外
へ
の
販
路
拡
大
を
図
る
た
め
、

引
き
続
き
「
特
産
品
等
販
売
・
誘
客
促
進
事

業｣

及
び｢

う
る
ま
市
産
業
ま
つ
り｣

を
行

い
ま
す
。

　

ま
た
、
新
た
な
観
光
・
物
産
振
興
の
取
り

組
み
と
し
て
勝
連
城
跡
周
辺
特
産
品
等
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
事
業
を
行
い
、
地
域
活
性
化
と

観
光
客
受
入
体
制
の
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
観
光
・
物
産
振
興
の
要
と
な
る

「（
仮
称
）
う
る
ま
市
観
光
物
産
協
会
」
の
設

立
と
運
営
の
支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

労
働
行
政
に
つ
い
て
は
、
沖
縄
県
環
金
武

湾
地
域
雇
用
創
造
協
議
会
を
中
心
に
、
主
に

情
報
通
信
関
連
産
業
や
製
造
関
連
業
な
ど
を

重
点
分
野
と
し
た
地
域
雇
用
創
造
推
進
事
業

に
取
り
組
み
、
失
業
率
の
改
善
に
努
め
る
と

と
も
に
、県
の
「
み
ん
な
で
グ
ッ
ジ
ョ
ブ
運
動
」

と
連
携
し
、
人
材
育
成
及
び
雇
用
機
会
の
創

出
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
沖
縄
県
緊
急
雇
用
創
出
事
業
等
臨

時
特
別
補
助
金
を
活
用
し
、
若
年
者
及
び
中

高
年
齢
者
等
の
失
業
者
に
対
し
て
、
緊
急
か

つ
臨
時
的
な
雇
用
及
び
就
業
機
会
を
創
出
し
、

生
活
の
安
定
を
図
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
高
齢
者
の
雇
用
に
つ
い
て
は
、

う
る
ま
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
連
携

し
、
会
員
の
就
業
機
会
の
拡
充
に
努
め
ま
す
。

　

求
職
・
職
業
相
談
の
窓
口
と
し
て
、
本
庁

舎
に
開
設
し
て
い
る
「
う
る
ま
市
地
域
職
業

相
談
室
」
に
つ
い
て
は
、
新
シ
ス
テ
ム
の
導

入
に
よ
り
窓
口
業
務
の
効
率
化
が
図
ら
れ
地

域
住
民
へ
よ
り
よ
い
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き

る
も
の
と
期
待
し
ま
す
。

　

中
小
企
業
の
就
業
環
境
づ
く
り
に
つ
い
て

は
、
中
小
企
業
勤
労
者
の
た
め
の
総
合
的
福

祉
事
業
を
行
う
「
沖
縄
中
部
勤
労
者
福
祉
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
ゆ
い
ワ
ー
ク
」
と
連
携
し
、

福
利
厚
生
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
制
度

の
普
及
推
進
を
と
お
し
て
中
小
企
業
の
振
興

に
努
め
ま
す
。

　

本
市
・
金
武
町
・
宜
野
座
村
で
実
施
し
て

い
る
環
金
武
湾
振
興
Ｑ
Ｏ
Ｌ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
つ
い
て
は
、
本
年
度
が
事
業
の
最
終
年
度

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

を
総
括
し
、
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討

し
ま
す
。

あやはし海中ロードレース大会
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肝高の阿麻和利

　

感
動
産
業
の
創
成
に
つ
い
て
は
、

現
代
版
組
踊
「
肝
高
の
阿
麻
和
利
」

を
は
じ
め
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た

コ
ン
テ
ン
ツ
の
創
造
と
感
動
体
験
型

産
業
の
仕
組
み
づ
く
り
に
取
り
組
み

ま
す
。

 

第
４ 

誰
も
が
健
康
で
、
互
い
に

助
け
合
え
る
地
域
を
育
て
ま
す

　

地
域
福
祉
に
つ
い
て
は
、「
う
る

ま
市
地
域
福
祉
計
画
」
に
基
づ
き
、

う
る
ま
市
社
会
福
祉
協
議
会
や
民
生

委
員
・
児
童
委
員
連
絡
協
議
会
な
ど

の
関
係
団
体
と
連
携
し
、
市
民
が
住

み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し

て
い
け
る
よ
う
、
多
様
な
生
活
課
題

の
解
決
に
向
け
支
援
し
ま
す
。
ま
た
、

地
域
福
祉
計
画
は
中
間
年
度
を
迎
え

る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
点

検
し
見
直
し
を
図
り
ま
す
。

　

障
が
い
福
祉
に
つ
い
て
は
、「
う
る
ま
市
障

が
い
福
祉
計
画
」
に
基
づ
き
、
障
が
い
者
が

地
域
で
共
に
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現
を
目
指

す
と
と
も
に
、
平
成
24
年
度
か
ら
の
次
期
計

画
に
向
け
策
定
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て
は
、
景
気
低
迷

の
中
、
滞
納
世
帯
の
増
加
や
医
療
費
の
増
大

な
ど
国
保
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
一
段
と
厳

し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
被
保
険
者
が
安

心
し
て
医
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

関
係
機
関
と
連
携
を
図
る
と
と
も
に
、
医
療

費
の
適
正
化
、
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導

な
ど
の
保
健
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
伸
び
続
け
る
医
療
費
を
抑
制
す
る

た
め
、
引
き
続
き
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の

普
及
・
啓
発
を
図
る
と
と
も
に
、
保
険
税
の

収
納
率
向
上
対
策
を
強
化
し
、
国
保
の
健
全

運
営
に
努
め
ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
に
つ
い
て
は
、
国
に
お

い
て
は
新
た
な
制
度
改
正
が
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
被
保
険
者
に
混
乱
が
生
じ
な
い
よ

う
沖
縄
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
と
連

携
を
図
り
、
的
確
な
事
務
処
理
と
制
度
の
周

知
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
の
健
康
維
持
に
つ
い
て
は
、

健
康
診
査
の
受
診
促
進
に
努
め
る
ほ
か
、
被

保
険
者
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、
集
団
検

診
等
の
無
料
化
と
人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク

検
診
費
の
一
部
助
成
を
行
い
ま
す
。

　

国
民
年
金
に
つ
い
て
は
、
生
涯
に
わ
た
り

生
活
の
支
え
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
窓
口
相
談

や
広
報
活
動
等
で
制
度
の
周
知
を
図
る
と
と

も
に
、
年
金
事
務
所
と
連
携
し
市
民
の
年
金

受
給
権
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

　

生
活
保
護
に
つ
い
て
は
、
要
保
護
者
の
複

雑
多
岐
に
わ
た
る
需
要
に
対
応
す
る
た
め
、

実
施
体
制
の
強
化
や
関
係
部
署
及
び
機
関
と

の
連
携
を
図
り
、
き
め
細
や
か
な
指
導
及
び

助
言
を
行
い
ま
す
。
ま
た
適
正
保
護
に
も
努

め
、
健
康
で
文
化
的
な
最
低
限
度
の
生
活
保

障
と
被
保
護
世
帯
の
自
立
支
援
を
図
り
ま
す
。

　

健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、「
健
康
う
る
ま

21
」
に
基
づ
き
、
乳
幼
児
期
か
ら
高
齢
期
に

至
る
ま
で
、
母
子
保
健
事
業
、
予
防
接
種
事
業
、

健
康
増
進
事
業
な
ど
を
通
し
て
、
市
民
と
共

に
健
康
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
本
年

度
は
「
健
康
う
る
ま
21
」
の
中
間
年
度
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
評

価
し
、
平
成
24
年
度
か
ら
の
計
画
に
向
け
見

直
し
を
行
い
ま
す
。

　

成
人
保
健
に
つ
い
て
は
、
各
種
健
康
診
査
、

健
康
相
談
、
訪
問
指
導
等
の
保
健
事
業
を
実

施
し
生
活
習
慣
病
予
防
や
、
が
ん
の
早
期
発

見
・
早
期
治
療
に
努
め
ま
す
。

　

母
子
保
健
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
の
赤
ち
ゃ

ん
が
元
気
に
生
ま
れ
育
つ
た
め
、
妊
婦
健
康

診
査
公
費
負
担
を
継
続
し
、
妊
婦
の
健
康
づ

く
り
を
支
援
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
子
育
て
支
援
と
し
て
乳
幼
児
健

康
診
査
の
充
実
を
図
り
、
子
ど
も
の
健
や
か

な
成
長
を
保
護
者
と
確
認
す
る
と
と
も
に
、

発
育
・
発
達
に
つ
い
て
は
適
切
な
対
応
が
で

き
る
よ
う
個
別
支
援
を
強
化
し
ま
す
。

　

感
染
症
等
対
策
に
つ
い
て
は
、
予
防
接
種

の
啓
発
及
び
周
知
に
取
り
組
み
、
接
種
率
の

向
上
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、「
麻
し
ん
排
除
計

画
」
に
基
づ
き
、
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク

チ
ン
接
種
を
実
施
す
る
ほ
か
、
本
年
度
か
ら

新
た
に
、
子
宮
頸
が
ん
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

菌
ｂ
型
（
ヒ
ブ
）、
小
児
用
肺
炎
球
菌
の
各
ワ

ク
チ
ン
接
種
を
実
施
し
、
感
染
の
予
防
に
努

め
ま
す
。

　　

高
齢
者
福
祉
、
介
護
保
険
に
つ
い
て
は
、「
う

る
ま
市
高
齢
者
福
祉
計
画
」
及
び
「
第
５
期

う
る
ま
市
介
護
保
険
事
業
計
画
」
を
策
定
し
、

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
健
康
で
生

き
生
き
と
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
在
宅
福
祉

の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　

児
童
福
祉
に
つ
い
て
は
、
児
童
の
健
全
育

成
を
図
る
た
め
、
家
庭
・
地
域
・
関
係
機
関

と
の
連
携
や
児
童
館
・
学
童
ク
ラ
ブ
の
支
援

に
取
り
組
む
ほ
か
、
本
年
度
は
新
た
に
児
童

館
建
設
に
向
け
て
の
調
査
を
実
施
し
ま
す
。 健康福祉センターうるみん
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子
育
て
世
帯
に
つ
い
て
は
、
子
ど

も
手
当
て
を
支
給
す
る
と
と
も
に
、

経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、

乳
幼
児
医
療
費
助
成
の
支
給
を
行
い

ま
す
。
ま
た
、
ひ
と
り
親
世
帯
に
つ

い
て
は
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
や
母

子
・
父
子
家
庭
等
医
療
費
助
成
を
実

施
し
ま
す
。

　

母
子
・
寡
婦
福
祉
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
母
子
家
庭
の
自
立
を
支
援

し
ま
す
。

　

児
童
虐
待
及
び
Ｄ
Ｖ
等
の
対
策
に

つ
い
て
は
、
暴
力
に
よ
る
人
権
侵
害

か
ら
子
ど
も
や
女
性
を
守
り
、
子
ど

も
の
健
や
か
な
成
長
と
女
性
が
安
心

し
て
生
活
で
き
る
地
域
社
会
づ
く
り

に
努
め
ま
す
。

　

保
育
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
の
健

や
か
な
成
長
と
働
き
な
が
ら
子
ど
も

を
生
み
育
て
る
保
護
者
を
支
援
す
る

た
め
、
こ
ど
も
ゆ
め
基
金
及
び
安
心

こ
ど
も
基
金
を
活
用
し
て
、
就
労

形
態
の
多
様
化
に
対
応
で
き
る
よ
う

保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
る
と
と

も
に
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
に
お
け
る
病
後
児
保
育
を
実
施

し
ま
す
。

　

ま
た
、
待
機
児
童
の
解
消
と
認
可

外
保
育
施
設
に
お
け
る
児
童
の
処
遇

向
上
を
図
る
た
め
、
保
育
施
設
の
整

備
や
認
可
化
の
促
進
、
与
勝
地
区
に

お
け
る
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

事
業
の
実
施
に
向
け
取
り
組
み
ま

す
。

 

第
５  

市
民
と
と
も
に
考
え
、
築
き
上

げ
る
ま
ち
を
育
て
ま
す

　
「
う
る
ま
市
総
合
計
画
」
前
期
基
本
計
画
は

平
成
23
年
度
を
も
っ
て
５
年
間
の
計
画
期
間

が
終
了
し
ま
す
。
本
年
度
は
、
市
民
ア
ン
ケ
ー

ト
の
結
果
も
踏
ま
え
、
前
期
計
画
の
評
価
を

実
施
し
、
平
成
24
年
度
か
ら
の
後
期
基
本
計

画
を
策
定
し
ま
す
。

　

地
域
協
働
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
地
域
振

興
基
金
を
活
用
し
、
地
域
活
動
支
援
助
成
事

業
を
創
設
す
る
と
と
も
に
、
地
域
審
議
会
に

お
い
て
は
、
新
市
建
設
計
画
の
進
捗
状
況
等

に
つ
い
て
引
き
続
き
審
議
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

国
際
交
流
に
つ
い
て
は
、
本
年
度
開
催
さ

れ
る
「
第
５
回
世
界
の
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
大

会
」
に
あ
わ
せ
、
世
界
各
地
で
活
躍
す
る
本

市
関
係
者
を
招
い
た
歓
迎
交
流
会
を
開
催
し
、

市
民
と
の
交
流
を
通
し
て
相
互
の
発
展
と
活

性
化
を
図
り
ま
す
。

　
「
市
民
と
と
も
に
考
え
、
築
き
上
げ
る
ま
ち
」

を
実
現
す
る
た
め
、
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
活
用
し
、
迅
速
で
わ
か
り
や
す
い
情
報

発
信
に
努
め
る
と
と
も
に
、
多
様
化
す
る
市

民
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
行
政
運
営
に
反
映
で

き
る
よ
う
努
め
ま
す
。

　

男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
は
、
去
る
２
月

10
日
に
う
る
ま
市
男
女
共
同
参
画
懇
話
会
か

ら
「
う
る
ま
市
男
女
共
同
参
画
行
動
計
画
」

の
中
間
見
直
し
の
答
申
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
答
申
内
容
に
沿
っ
た
行
動
計

画
に
基
づ
き
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成

に
向
け
、
自
治
会
や
関
係
機
関
の
協
力
の
も

と
、
啓
発
講
座
等
に
よ
る
意
識
の
醸
成
や
地

域
推
進
体
制
の
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

自
治
会
活
動
に
つ
い
て
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
充
実
を
図
る
た
め
、
平
良
川
地
区
学
習
等

供
用
施
設
建
設
事
業
及
び
旭
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
助
成
事
業
を
推
進
す
る
ほ
か
、

備
品
等
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

　

市
民
相
談
に
つ
い
て
は
、
人
権
相
談
、
行

政
相
談
及
び
無
料
法
律
相
談
を
開
設
す
る
と

と
も
に
、
急
増
し
て
い
る
多
重
債
務
な
ど
の

消
費
生
活
相
談
に
つ
い
て
も
、
関
係
機
関
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
適
切
な
助
言
等
に
よ

り
問
題
解
決
に
向
け
支
援
し
ま
す
。

　

防
災
行
政
に
つ
い
て
は
、「
自
分
た
ち
の
地

域
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う
自
助
・
共

助
の
防
災
理
念
に
基
づ
き
、
自
主
防
災
組
織

率
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
災
害
時
に
支
援
が
必
要
と
さ
れ
る

高
齢
者
な
ど
の
要
援
護
者
に
つ
い
て
は
、
関

係
部
局
が
情
報
を
共
有
し
、
迅
速
か
つ
的
確

な
支
援
が
行
え
る
「
災
害
時
要
援
護
者
支
援

体
制
」
の
構
築
に
努
め
ま
す
。

　

消
防
行
政
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
生
命
、

身
体
及
び
財
産
を
火
災
か
ら
守
る
と
と
も
に
、

水
火
災
や
地
震
そ
の
他
複
雑
多
様
化
す
る
災

害
等
を
防
除
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。

　

消
防
本
庁
舎
の
完
成
に
よ
り
、
消
防
行
政

の
指
揮
・
管
理
機
能
を
強
化
し
、
迅
速
か
つ

効
率
的
な
消
防
・
救
急
活
動
を
展
開
す
る
と

と
も
に
、
本
年
度
は
新
た
に
消
防
ポ
ン
プ
自

動
車
の
整
備
と
訓
練
塔
建
設
に
向
け
た
設
計

業
務
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
災
害
等
に
よ
る
被
害
の
軽
減
と

増
加
す
る
救
急
需
要
に
対
応
す
る
た
め
、

消
防
職
員
の
研
修
や
各
種
訓
練
に
努
め
る

と
と
も
に
、
救
急
車
の
適
正
利
用
の
啓
発

を
図
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
地
域
に
お

け
る
自
主
保
安
体
制
の
確
立
及
び
危
険
物
施

設
の
安
全
対
策
強
化
の
ほ
か
、
防
火
思
想
の

普
及
啓
発
を
図
り
、
住
宅
防
火
等
の
推
進
に

努
め
ま
す
。

人命救助訓練の様子石油コンビナート地域
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交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
、
警

察
や
交
通
安
全
協
会
と
連
携
し
、
飲

酒
運
転
の
根
絶
と
交
通
ル
ー
ル
の
遵

守
に
向
け
た
広
報
啓
発
活
動
に
取
り

組
み
、
交
通
安
全
意
識
及
び
マ
ナ
ー

の
向
上
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
本
年

度
は
「
う
る
ま
市
交
通
安
全
計
画
」

を
作
成
し
、
本
市
の
区
域
内
に
お
け

る
道
路
交
通
の
安
全
を
図
り
ま
す
。

　

防
犯
対
策
に
つ
い
て
は
、
市
民
と

行
政
が
連
携
し
、
防
犯
活
動
の
展
開

や
防
犯
協
会
を
中
心
と
し
た
協
力
体

制
の
強
化
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
県

が
推
進
す
る
「
ち
ゅ
ら
さ
ん
運
動
」

を
、
警
察
や
民
間
団
体
、
学
校
、
市

民
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
み
、
犯
罪

防
止
に
努
め
ま
す
。

　

基
地
問
題
に
つ
い
て
は
、
市
民
の

生
命
、
財
産
及
び
安
全
な
生
活
環
境

を
守
る
立
場
か
ら
、
ホ
ワ
イ
ト
・
ビ
ー

チ
へ
の
原
子
力
潜
水
艦
の
寄
港
や
嘉

手
納
飛
行
場
か
ら
の
航
空
機
騒
音
な

ど
、
基
地
か
ら
派
生
す
る
諸
問
題
や

事
件
・
事
故
の
再
発
防
止
等
、
過
重

な
基
地
負
担
の
軽
減
を
求
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

ま
た
、
国
に
対
し
て
は
、
引
き
続

き
関
係
機
関
と
連
携
し
「
日
米
地
位

協
定
」
の
抜
本
的
な
見
直
し
を
強
く

訴
え
ま
す
。

　

行
政
改
革
に
つ
い
て
は
、
行
財
政

の
健
全
化
を
維
持
す
る
と
と
も
に
、

国
の
地
域
主
権
改
革
や
県
か
ら
の
権

限
移
譲
に
対
応
し
、
住
民
福
祉
の
向

上
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
行
政
経
営
能
力
を
高

め
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
第

２
次
行
政
改
革
大
綱
に
掲
げ
て
い
る
、「
市
民

の
視
点
に
立
っ
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
推
進
」、

「
市
民
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
行
政

運
営
の
構
築
」、「
行
政
経
営
の
視
点
に
立
っ

た
市
政
運
営
の
推
進
」
と
い
う
３
つ
の
視
点

に
基
づ
き
、
実
施
計
画
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

人
事
行
政
に
つ
い
て
は
、
急
激
な
社
会
変

化
と
多
様
化
す
る
住
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き

る
よ
う
、「
人
材
育
成
基
本
方
針
」
に
基
づ
き

各
種
研
修
を
実
施
し
、
職
員
の
資
質
向
上
と

能
力
開
発
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
職
員
の

健
康
管
理
に
留
意
し
、
職
場
環
境
づ
く
り
に

努
め
ま
す
。
ま
た
、服
務
規
律
の
徹
底
を
図
り
、

適
正
配
置
等
の
人
事
管
理
を
引
き
続
き
行
い

ま
す
。

　

統
合
庁
舎
建
設
に
つ
い
て
は
、
現
在
、「
う

る
ま
市
統
合
庁
舎
基
本
構
想
」
を
策
定
し
て

お
り
ま
す
。
平
成
23
年
度
は
新
た
に
「
庁
舎

建
設
室
」
を
設
置
し
、
庁
舎
建
設
に
向
け
、

基
本
設
計
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

市
民
課
の
窓
口
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、

業
務
の
一
部
民
間
委
託
を
各
支
所
で
も
実
施

す
る
と
と
も
に
、
本
庁
に
お
い
て
は
本
年
度
、

新
た
に
旅
券
申
請
受
付
業
務
を
開
始
し
ま
す
。

ま
た
沖
縄
特
殊
戸
籍
の
電
算
化
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
平
成
24
年
度
の
住
民
基
本
台
帳

法
改
正
に
伴
い
、
外
国
人
住
民
基
本
台
帳
に

関
す
る
シ
ス
テ
ム
の
改
修
に
取
り
組
み
、
さ

ら
な
る
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

　

市
税
に
つ
い
て
は
、
最
も
重
要
な
自
主
財

源
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
適
正
か
つ
公
平
な
課

税
に
努
め
ま
す
。
徴
収
に
お
い
て
は
、
安
定

的
な
現
年
度
分
徴
収
の
向
上
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
県
税
事
務
所
と
連
携
し
滞
納
処
分

の
強
化
を
図
り
、
滞
納
繰
越
額
の
縮
減
と
徴

収
率
の
向
上
な
ど
本
市
財
源
の
適
正
確
保
に

努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
市
税
に
関
す
る
利
便
性
の
向
上
を

図
る
た
め
、
電
子
申
告
シ
ス
テ
ム
を
推
進
す

る
ほ
か
、
軽
自
動
車
税
に
つ
い
て
は
、
本
年

度
か
ら
便
利
で
よ
り
身
近
に
税
を
納
め
る
こ

と
が
で
き
る
コ
ン
ビ
ニ
納
税
を
開
始
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

以
上
、
平
成
23
年
度
の
市
政
運
営
に
あ
た

り
、
私
の
所
信
と
予
算
案
、
主
要
事
業
の
概

要
に
つ
い
て
述
べ
て
き
ま
し
た
。
本
年
度
は

沖
縄
の
将
来
を
左
右
す
る
転
機
の
年
で
あ
る

と
と
も
に
、
地
域
主
権
改
革
に
よ
る
一
括
交

付
金
の
導
入
や
地
方
自
治
法
改
正
が
検
討
さ

れ
て
い
る
な
ど
、
地
方
自
治
は
転
換
期
を
迎

え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

沖
縄
の
先
人
た
ち
は
、
時
代
の
荒
波
を
「
知

恵
」
と
「
行
動
力
」
で
乗
り
越
え
、
ア
ジ
ア

諸
国
と
の
交
流
を
進
め
大
交
易
時
代
を
築
き

ま
し
た
。
今
私
た
ち
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の

は
、
ま
さ
に
そ
の
「
知
恵
」
と
「
行
動
力
」

で
あ
り
ま
す
。
本
市
に
は
豊
か
な
伝
統
文
化

や
地
域
資
源
が
あ
り
ま
す
。「
知
恵
」
と
「
行

動
力
」
で
豊
か
な
資
源
を
生
か
し
、
地
域
の

活
性
化
に
努
め
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
私
は
こ
の
よ
う
な
変
革
期
に
お

い
て
も
、
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
的
確
に

対
応
し
、
市
民
生
活
の
安
定
と
安
心
を
図
る

た
め
、
全
力
で
市
政
運
営
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

市
議
会
並
び
に
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
私
の
施
政

方
針
と
い
た
し
ま
す
。

平
成
23
年
２
月
23
日

　
　
　
　
　
　

  

う
る
ま
市
長　

島
袋 

俊
夫

市民課窓口の様子

「東日本大震災義援金箱設置」
　うるま市役所では市役所各庁舎へ義援金箱を設置い
たしました。ご協力いただいた義援金は健康支援課に
て日本赤十字社沖縄県支部へ送金致します。

【募金箱設置箇所】
　・健康福祉センターうるみん　健康支援課窓口 
　・うるま市役所　本庁１階 　  　総合案内窓口 
　・ 　　  〃　　　 石川庁舎１階　　市民課窓口 
　・   　　〃　　　 勝連庁舎１階　　市民課窓口 
　・   　　〃　　　 与那城庁舎１階　市民課窓口 

◆お問い合わせ◆
　健康支援課　（健康福祉センターうるみん 3 階）

　☎098-973-3209



おん な

きよ  こ

かずともき  し ゃ  ば

ひ　が とも  こ

き
っ
と
出
会
え
る
人
・
夢
・
愛

き
っ
と
出
会
え
る
人
・
夢
・
愛

第
19
回 

２
０
１
１ 

お
き
な
わ
マ
ラ
ソ
ン

　２月２０日、中部広域の
活性化、沖縄県の長距
離スポーツの振興を図る
ことを目的に、第１９回お
きなわマラソンが開催さ
れました。
　地域住民や多くのボ
ランティアの声援を受け、
一生懸命ゴールを目指
してうるま路を走り抜け
ていました。
　日本陸連公認コース
となるこの大会には、毎
年多くのジョガーが参加
しています。

　市内で活動するケンケン体操クラブが、１月に行われ
た県年齢別トランポリン競技選手権と第２０回ＯＴＶカッ
プ争奪総合体操競技大会で、団体、個人ともに優勝し、
トランポリン、体操の２競技を制覇しました。
　３月１日、選手、監督が教育委員会を訪れ、優勝の喜
びを伝え、３月２５日から静岡県で行われるトランポリン競
技全国大会に向け抱負を語りました。

トランポリン、体操競技 優勝報告
2競技で沖縄県の頂点に

１２月に行われた県大会において、あげな小学校女子
ミニバスケットボール部が、具志川小学校との地元決戦
を制し、見事２連覇を達成しました。２月２４日、市役所を
訪れた選手やチーム関係者が島袋市長へその喜びを
伝え、３月２９日から埼玉県で行われる全国大会に向け
力強く抱負を語りました。

第２５回県冬季選抜大会 優勝報告
県大会を制し、全国大会へ

市役所を訪れ、優勝の喜びを伝えた選手たち　

第22回ＭＯＡ美術館
全国児童作品展におい
て、天願小学校が優秀
な学校に贈られる文部
科学大臣学校奨励賞を
受賞しました。
市役所を訪れた島袋

校長と関係者が、島袋
市長に喜びの報告を行いました。
同賞は海外を含む8,534校の中から6校に対して贈られる
賞です。

長年にわたり体育指
導委員として活動してい
る喜舎場一朝さんと恩納 
清子さんが、地域におけ
る生涯スポーツの振興や
各種スポーツの普及発
展に尽力されたことが認
められ、九州地区体育指
導委員協議会功労者表彰を受賞しました。

2/23 文部科学大臣奨励賞受賞

2/18　体育指導委員功労賞受賞報告

天願小学校教諭の
比嘉智子さんが、音楽教
育の指導を評価され、文
部科学大臣より優秀教
員として表彰されました。
関係者とともに市役所

を訪れ、市長に喜びの報
告を行いました。

2/23　優秀教員として文部科学大臣より表彰

“生かそう地域の絆・継
承しよう地域伝統文化
を”をテーマに第１回かっ
ちん南風原まつりが、南
風原ふれあいパークで行
われました。
会場には、野菜の直売

や黒糖づくり、昔なつかし
い遊びコーナーなどが設けられたほか、ステージでは子ども
たちによる三線や空手演舞などが行われ、多くの来場客で
賑わいました。

2/27　第１回かっちん南風原まつり

前原高校前
メガホンでジョガーに声援を送る生徒たち

勝連南風原ファミリーマート前
獅子舞でジョガーを応援

安慶名交差点付近
各々のペースでうるま路を走り抜けるジョガー

教育委員会を訪れ、優勝の喜びを伝えたケンケン体操クラブ。

　３月１１日に東北地方太平洋沖地震の発生に伴い被
災した地域へ、緊急消防援助隊沖縄県隊として11消
防本部56名、車輌13台の派遣が決定。
　うるま市消防本部からも５人の消防職員と車輌１台
の派遣が決定し、３月１６日、具志川消防署において出
発式が行われました。

東北地方太平洋沖地震派遣隊員出発式
被災地に向け消防職員を派遣

被災地への派遣が決まった消防隊員

ひ　が

とも　こ

３月５日、６日の両日、うるま市石川屋内運動場を拠点に第

３回環金武湾ウォーキングフェスタ（金武湾開発推進連絡協

議会主催）が開催されました。金武湾に面したうるま市、金

武町、宜野座村を歩く８コースに多くのウォーカーが参加しま

した。参加者は、春の温かい日差しの中、地域の歴史や文化

に触れ、豊かな自然を体感しながら心地よい汗を流しました。

第３回環金武湾ウォーキングフェスタ

健康・長寿・美をキーワードに
より広い視点で、街・人・自然を見つめよう！

ゴールを目指し、元気よく歩く子どもたち

２月５日のうるま市教育の日に関連して、市立教育研究
所では、市内教職員が日頃の実践ネタを紹介する「ネタ
紹介」と優秀な実践をしている教職員を表彰する「教育
実践グランプリ」表彰式を行いました。
「ネタ紹介」では、６つの分科会に分かれ、幼・小・中学
校から４８の実践ネタの紹介がありました。また、今年で４
回目となった教育実践グランプリでは、最優秀賞の比嘉
智子先生（天願小）の他６名の先生方が表彰を受けました。

うるま市教育の日関連事業

日頃の実践ネタを紹介し、互いに学びあう

日頃の実践ネタを紹介する先生方
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　２月２０日、中部広域の
活性化、沖縄県の長距
離スポーツの振興を図る
ことを目的に、第１９回お
きなわマラソンが開催さ
れました。
　地域住民や多くのボ
ランティアの声援を受け、
一生懸命ゴールを目指
してうるま路を走り抜け
ていました。
　日本陸連公認コース
となるこの大会には、毎
年多くのジョガーが参加
しています。

　市内で活動するケンケン体操クラブが、１月に行われ
た県年齢別トランポリン競技選手権と第２０回ＯＴＶカッ
プ争奪総合体操競技大会で、団体、個人ともに優勝し、
トランポリン、体操の２競技を制覇しました。
　３月１日、選手、監督が教育委員会を訪れ、優勝の喜
びを伝え、３月２５日から静岡県で行われるトランポリン競
技全国大会に向け抱負を語りました。

トランポリン、体操競技 優勝報告
2競技で沖縄県の頂点に

１２月に行われた県大会において、あげな小学校女子
ミニバスケットボール部が、具志川小学校との地元決戦
を制し、見事２連覇を達成しました。２月２４日、市役所を
訪れた選手やチーム関係者が島袋市長へその喜びを
伝え、３月２９日から埼玉県で行われる全国大会に向け
力強く抱負を語りました。

第２５回県冬季選抜大会 優勝報告
県大会を制し、全国大会へ

市役所を訪れ、優勝の喜びを伝えた選手たち　

第22回ＭＯＡ美術館
全国児童作品展におい
て、天願小学校が優秀
な学校に贈られる文部
科学大臣学校奨励賞を
受賞しました。
市役所を訪れた島袋

校長と関係者が、島袋
市長に喜びの報告を行いました。
同賞は海外を含む8,534校の中から6校に対して贈られる
賞です。

長年にわたり体育指
導委員として活動してい
る喜舎場一朝さんと恩納 
清子さんが、地域におけ
る生涯スポーツの振興や
各種スポーツの普及発
展に尽力されたことが認
められ、九州地区体育指
導委員協議会功労者表彰を受賞しました。

2/23 文部科学大臣奨励賞受賞

2/18　体育指導委員功労賞受賞報告

天願小学校教諭の
比嘉智子さんが、音楽教
育の指導を評価され、文
部科学大臣より優秀教
員として表彰されました。
関係者とともに市役所

を訪れ、市長に喜びの報
告を行いました。

2/23　優秀教員として文部科学大臣より表彰

“生かそう地域の絆・継
承しよう地域伝統文化
を”をテーマに第１回かっ
ちん南風原まつりが、南
風原ふれあいパークで行
われました。
会場には、野菜の直売

や黒糖づくり、昔なつかし
い遊びコーナーなどが設けられたほか、ステージでは子ども
たちによる三線や空手演舞などが行われ、多くの来場客で
賑わいました。

2/27　第１回かっちん南風原まつり

前原高校前
メガホンでジョガーに声援を送る生徒たち

勝連南風原ファミリーマート前
獅子舞でジョガーを応援

安慶名交差点付近
各々のペースでうるま路を走り抜けるジョガー

教育委員会を訪れ、優勝の喜びを伝えたケンケン体操クラブ。

　３月１１日に東北地方太平洋沖地震の発生に伴い被
災した地域へ、緊急消防援助隊沖縄県隊として11消
防本部56名、車輌13台の派遣が決定。
　うるま市消防本部からも５人の消防職員と車輌１台
の派遣が決定し、３月１６日、具志川消防署において出
発式が行われました。

東北地方太平洋沖地震派遣隊員出発式
被災地に向け消防職員を派遣

被災地への派遣が決まった消防隊員

ひ　が

とも　こ

３月５日、６日の両日、うるま市石川屋内運動場を拠点に第

３回環金武湾ウォーキングフェスタ（金武湾開発推進連絡協

議会主催）が開催されました。金武湾に面したうるま市、金

武町、宜野座村を歩く８コースに多くのウォーカーが参加しま

した。参加者は、春の温かい日差しの中、地域の歴史や文化

に触れ、豊かな自然を体感しながら心地よい汗を流しました。

第３回環金武湾ウォーキングフェスタ

健康・長寿・美をキーワードに
より広い視点で、街・人・自然を見つめよう！

ゴールを目指し、元気よく歩く子どもたち

２月５日のうるま市教育の日に関連して、市立教育研究
所では、市内教職員が日頃の実践ネタを紹介する「ネタ
紹介」と優秀な実践をしている教職員を表彰する「教育
実践グランプリ」表彰式を行いました。
「ネタ紹介」では、６つの分科会に分かれ、幼・小・中学
校から４８の実践ネタの紹介がありました。また、今年で４
回目となった教育実践グランプリでは、最優秀賞の比嘉
智子先生（天願小）の他６名の先生方が表彰を受けました。

うるま市教育の日関連事業

日頃の実践ネタを紹介し、互いに学びあう

日頃の実践ネタを紹介する先生方
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うるま市男女共同参画行動計画
〜うるま夢プラン〜
の中間見直しを行ないました。

　市では、平成19年度に策定されました、「うるま市男女共同参画行動計画～うるま
夢プラン～」の中間見直しを行っておりましたが、２月に男女共同参画懇話会からの
答申を受け、３月に中間見直しを決定しました。
　同行動計画は、平成28年度までの計画となっており、市としましても、今回の決
定を受け、更なる男女共同参画社会の実現に向け、下記のとおり取り組んでまいります。

数値目標１　男女共同参画についての認知度を高める

　平成18年度に実施しました男女共同参画に関する意識調査では、男女共同参画について「よく見
聞きしている」と答えた市民が46.7％となっていました。また、昨年12月に実施しました総合計
画市民アンケートでは、具体的によく分からないと答えた方の割合もまだ多く、市では引き続き啓発
講座などの実施を通して、認知度を高めていきたいと思います。

数値目標3　各種委員会・審議会への女性の登用を増やす

　うるま市では、委員会等における女性の割合が、平成18年度では、22.7％となっておりましたが、
平成22年度現在で25.9％となっており、引き続き、目標の30％の達成に向け、更なる女性の登用
に取り組んでいきます。

数値目標２　男女平等であると思う人の割合を増やす

　平成17年度に実施しました総合計画市民アンケートでは、「男女平等である」と答えた市民の割合
が15.9％でしたが、昨年は、14.8％となっており、若干割合が下がる結果となっております。その
要因としては、「女性の方が非常に優遇されている」、「どちらといえば女性が優遇されている」と答え
た方の割合が、1.4％伸びている為と思われます。市が目指す姿は、男性、女性の隔てなく市民皆さ
んが平等に暮らせる社会でありますので、引き続き、あらゆる場面においての男女平等を推進してい
きます。

数値目標4　地域活動への参加割合を高める

　男女共同参画社会を実現するうえで地域活動の活性化は重要なポイントとなっておりますが、平
成17年度時点の総合計画市民アンケートでは、「参加している」と答えた市民が18.2％で、昨年は
20％となっています。若干、割合は伸びておりますが、目標の達成に向け、地域の自治会などと連携し、
市として取り組んでいきます。

基本方針 1　男女共同参画意識の醸成

基本方針 2　参画機会の拡充

お問い合わせ　企画課　☎ 973-5005

46.7％　　　　 60％（目標値）

22.7％　　　　 30％（目標値）

15.9％　　　　 30％（目標値）

18.2％　　　　 30％（目標値）

男女共同参画社会づくり推進事業補助金を創設します！
　市では、男女共同参画社会づくりを推進する地域や団体に対する支援を平成23年
度から実施します。
　男女共同参画に関する学習会や講座を実施する団体に対し、１件当たり2万円を上
限に交付する予定です。詳しくは企画課共同参画係までご連絡ください。
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うるま市総合計画審議会の委員を募集します

１．総合計画とは
　うるま市では、平成 24 年度から 28 年度までを計画期間とする「うるま市総合計画・後期基本計画」の策定を行います。
総合計画・後期基本計画とは、基本構想に定める市のめざす姿や目標に基づき、その実現のための基本方針や、実施す
べき施策・事業の方向性などを定めるものです。
　また、まちづくり（福祉、産業、教育、環境、都市整備、芸術文化、保健医療福祉、防災、行財政運営など）の基本
的な指針となるものであり、市民の皆さんの暮らしと大きく関わってくる計画です。

２．総合計画審議会とは
　うるま市総合計画は、様々な組織が関わって策定を進めます。今回、募集する「総合計画審議会」とは、総合計画案
を審議し、市長へ答申する役割を担う組織です。

３．市民参加による計画策定について
　市は、まちづくりを進める上で、市民の皆さんとともに築き上げる「パートナーシップのまちづくり」が重要だと考え
ています。総合計画・後期基本計画の策定においても、市民の皆さんのご意見を伺う手段として、アンケート調査を実
施しています。
　また、市民の皆さんが参画できる機会として、総合計画審議会を設置するほか、パブリックコメントを行います。

４．審議委員の募集について
　うるま市では総合計画策定に向けて審議委員を若干名募集いたします。
【募集人員】若干名
【応募資格】うるま市にお住まいの 20 歳以上（平成 23 年４月１日現在）の市民で、客観的、公平な話し合いが
　　　　　 できる方
【応募方法】①提出書類　応募申込書に必要事項（住所、氏名、生年月日、作文等）を記載のうえ提出
　　　　　  ②受付期間　４月 1 日（金）〜５月 6 日（金）
　　　　　　　　　　  ※担当課での受付は、平日の午前 8 時 30 分から午後 5 時 15 分までです。
　　　　　  ③配布場所　本庁１階総合案内や石川庁舎、勝連庁舎、与那城庁舎の市民課窓口で配布します。
　　　　　　　　　　　  また市ホームページからダウンロードできます。
【選　　考】提出された応募申込書により選考し、結果については文書により通知します。
【お問合せ・連絡先】
　〒 904-2292　うるま市みどり町 1-1-1　うるま市役所　本庁３階　企画課
　電話　９７３−５００５　fax　９７３−９８１９　　
　Ｅメール　kikaku-ka@city.uruma.lg.jp

※応募方法の詳細について知りたい方は企画課までご連絡くださるか、うるま市
　ホームページの各課案内から企画課のページをご参照ください。

アンケート調査の結果（一部を抜粋）
Ｑ　５つのまちづくり目標のうち、今後は何を大切にしていくべきだと考えますか
１位 誰もが健康で、助け合える地域を育てます 35.1％
２位 人と自然にやさしい基盤と環境を育てます 26.7％
３位 うるま市の魅力を生かした産業を育てます 20.4％
４位 郷土に誇りを持ち、明日のうるま市を支える人を育てます 10.1％
５位 市民とともに考え、築き上げるまちを育てます 6.5％

Ｑ　20項目のうち、将来の希望（要望）をどの程度お持ちですか。
１位 火災や災害からの安全性
２位 保健・医療サービスや施設整備
３位 高齢者医療・福祉サービスや施設整備
４位 障がい者（児）福祉の環境
５位 自然環境の豊かさ、騒音・振動・悪臭等の環境、子育て支援体制
要望の高い順で表に掲載しています。

※アンケート結果の詳細は、うるま市ホームページに掲載しています。
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月 日（曜） ところ

4
14（木） う　る　み　ん

20（水） 勝連シビックセンター

5

12（木） う　る　み　ん

20（金） 石川保健相談センター

26（木） う　る　み　ん

6

 9（木） う　る　み　ん

15（水） 勝連シビックセンター

30（木） う　る　み　ん

7
14（木） 石川保健相談センター

21（木） う　る　み　ん

8

11（木） う　る　み　ん

17（水） 勝連シビックセンター

25（木） う　る　み　ん

9

 8（木） う　る　み　ん

15（木） 石川保健相談センター

22（木） う　る　み　ん

10
12（水） 勝連シビックセンター

20（木） う　る　み　ん

11

10（木） 石川保健相談センター

17（木） う　る　み　ん

30（水） う　る　み　ん

12

 8（木） う　る　み　ん

14（水） 勝連シビックセンター

22（木） う　る　み　ん

1

 ５（木） う　る　み　ん

12（木） 石川保健相談センター

26（木） う　る　み　ん

2

２（木） う　る　み　ん

９（木） う　る　み　ん

15（水） 勝連シビックセンター

3
15（木） 石川保健相談センター

22（木） う　る　み　ん

月 日（曜） ところ

4

13（水） う　る　み　ん

21（木） 石川保健相談センター

27（水） う　る　み　ん

5

11（水） 勝連シビックセンター

18（水） う　る　み　ん

25（水） う　る　み　ん

6

 8（水） う　る　み　ん

16（木） 石川保健相談センター

22（水） う　る　み　ん

7

６（水） う　る　み　ん

13（水） 勝連シビックセンター

20（水） う　る　み　ん

8

10（水） う　る　み　ん

18（木） 石川保健相談センター

24（水） う　る　み　ん

9

 7（水） う　る　み　ん

14（水） 勝連シビックセンター

21（水） う　る　み　ん

10

 5（水） う　る　み　ん

13（木） 石川保健相談センター

19（水） う　る　み　ん

11

 2（水） う　る　み　ん

 9（水） 勝連シビックセンター

16（水） う　る　み　ん

12

 7（水） う　る　み　ん

 9（金） 石川保健相談センター

21（水） う　る　み　ん

1

11（水） う　る　み　ん

18（水） 勝連シビックセンター

25（水） う　る　み　ん

2

 1（水） う　る　み　ん

 8（水） う　る　み　ん

16（木） 石川保健相談センター

3

 7（水） 勝連シビックセンター

21（水） う　る　み　ん

28（水） う　る　み　ん

月 日（曜） ところ

4
 9（土） 勝連シビックセンター

10（日） う　る　み　ん

5
15（日） う　る　み　ん

21（土） 石川保健相談センター

6
 4（土） 勝連シビックセンター

12（日） う　る　み　ん

7
16（土） 石川保健相談センター

17（日） う　る　み　ん

8
 6（土） 勝連シビックセンター

 7（日） う　る　み　ん

9
24（土） 石川保健相談センター

25（日） う　る　み　ん

10
 8（土） 勝連シビックセンター

 9（日） う　る　み　ん

11
19（土） 石川保健相談センター

20（日） う　る　み　ん

12
17（土） 勝連シビックセンター

18（日） う　る　み　ん

1
14（土） 石川保健相談センター

15（日） う　る　み　ん

2
12（日） う　る　み　ん

25（土） 勝連シビックセンター

3
10（土） 石川保健相談センター

18（日） う　る　み　ん

１歳半健診３歳児健診 乳児健診１歳半健診
（対　　象） １歳６か月〜２歳未満
（受付時間）13：00 〜 14：00

乳児健診
（対　　象） 前期：４〜５か月頃
　　　　　 後期：９〜 11か月頃

（受付時間）
 うるみん 前期（13：00 〜 14：30）
　　　　  後期（8：50 〜 10：30）
 石川・勝連
　   前期・後期（13：00 〜14：30）

乳幼児健康診査乳幼児健康診査
３歳児健診

（対　　象） ３歳６か月〜４歳未満
（受付時間）13：00 〜 14：00

対象になる時期に
個別通知いたします。
その他詳しいことは、
健康支援課まで

お問い合わせください。



15 広報うるま 2011　4月号　

月 日（曜） ところ

4 12（火） 石川保健相談センター

5 10（火） う　る　み　ん

6 13（月） 勝連シビックセンター

7 12（火） う　る　み　ん

8  9（火） 石川保健相談センター

9 13（火） う　る　み　ん

10 26（水） 勝連シビックセンター

11  8（火） う　る　み　ん

12 13（火） 石川保健相談センター

1 10（火） う　る　み　ん

2 29（水） 勝連シビックセンター

3 19（月） う　る　み　ん

月
①

作ってみよう
離乳食

②
親子ふれあい

遊び

③
子どもを事故
から守ろう

4 25（月）

5 16（月） 23（月） 30（月）

6 14（火）

7  7（木） 15（金） 22（金）

8 12（金）

9  9（金） 16（金） 26（月）

10 11（火）

11  7（月） 15（火） 22（火）

12 19（月）

1 13（金） 20（金） 27（金）

2 13（月）

3  8（木） 16（金） 23（金）

月日 ところ 対象行政区 受付時間
4/15（金） 石川保健相談センター 東山・旭 14:00 〜 15:00
4/19（火） 津堅公民館 津堅 13:00 〜 14:00
4/21（木） じんぶん館 栄野比・川崎

14:00 〜 15:00

4/22（金） 石川保健相談センター 石川前原・美原
4/26（火） 平安名公民館 平安名・内間
4/27（水） 赤道公民館 赤道・新赤道・米原
5/ 9（月） 与那城西原公民館 与那城・与那城西原

5/12（木） 高江洲公民館 塩屋・川田・高江洲
5/16（月） うるみん 兼箇段・大田・西原・上江洲
5/30（月） 上原公民館 上原・宮城・伊計・池味
6/ 2（木） 石川保健相談センター 曙
6/ 7（火） 具志川公民館 具志川

6/15（水） 照間公民館 照間
6/27（月） 石川保健相談センター 山城・嘉手苅・県営団地１
7/ 5（火） うるみん 安慶名・平良川
7/ 6（水） 石川保健相談センター 伊波・東恩納・県営団地２

7/25（月） 石川保健相談センター 南栄・城北・宮前
7/28（木） 与那城地区公民館 屋慶名
8/ 1（月） 宮里公民館 宮里・志林川

8/22（月） 平安座公民館 平安座・桃原・浜・比嘉
8/26（金） 平敷屋公民館 平敷屋・饒辺
8/30（火） 南風原公民館 南風原
9/ 6（火） うるみん 喜仲・赤野・天願・宇堅

9/16（金） 石川保健相談センター 中央・松島・港
10/ 4（火） うるみん 上平良川・田場・昆布

10/21（金） 西原公民館 豊原・具志川前原・江洲
10/24（月） うるみん みどり町

月
①

お産に
むけて

②
妊娠中の
食生活

③
赤ちゃんとの
生活・沐浴実習

4 11（月） 19（火） 26（火）

6  6（月） 17（金） 24（金）

8  8（月） 16（火） 22（月）

10  3（月） 14（金） 21（金）

12  5（月） 12月） 20（火）

2  6（月） 14(火 ) 21（火）

対　象：初妊娠婦および希望者（定員あり）
場　所：健康福祉センターうるみん３階

健康福祉センター　うるみん
日　時：毎週火曜日　午前9時〜午前11時
栄養相談（第4火曜日）・母乳相談（第2火曜日）
※栄養・母乳相談は予約制です。

石川保健相談センター
日　時：毎週月曜日　午前9時〜午前11時
※栄養相談（第4月曜日）は予約制です。

　対象者には、はがきで通知しますのでは
がきをご持参のうえ受診してください。ま
た、女性特有のがん検診推進事業対象者は
クーポン券も届きますので婦人がん検診と
併せて受診ください。

【婦人検診対象者】
　市内に住所を有する 20 歳以上（平成
24年 3月 31日時点）の女性。但し、マ
ンモグラフィー検査は40歳以上の偶数年
齢者

【子宮頸がん検診クーポン券対象者】
　平成23年 4月 1日現在で、年齢が20
歳、25歳、30歳、35歳、40歳の方

【乳がん検診クーポン券対象者】
　平成23年 4月 1日現在で、年齢が40
歳、45歳、50歳、55歳、60歳の方

【受診料】
　所得に応じて自己負担があります。

【受診期間】
　集団検診：４月〜10月（どこでも受診できます）
　　　　　　（右の表をご覧ください）
　個別検診：５月〜翌年１月まで
　　　　　　（指定医療機関へ予約）

対　象：生後３〜５か月の第１子および
　　　　希望者（定員あり）
場　所：健康福祉センターうるみん３階 対　象：２歳３か月〜２歳７か月

マタニティスクール

定例健康相談日

ベビースクール ２歳児
歯科検診

マタニティスクール

定例健康相談日

ベビースクール ２歳児
歯科検診

婦人がん検診婦人がん検診
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・
平
成
23
年
度
有
効
の
学
生
証
（
コ
ピ
ー

　

可
）、
ま
た
は
在
学
証
明
書

・
印
鑑
（
認
印
で
可
）

・
年
金
手
帳

・
前
年
中
に
退
職
さ
れ
て
学
生
に
な
ら

　

れ
た
方
は
、
雇
用
保
険
被
保
険
者
離

　

職
者
票
等

　

前
年
度
に
学
生
納
付
特
例
申
請
が
承

認
さ
れ
た
方
で
、
翌
年
度
以
降
も
引
き

続
き
在
学
予
定
の
方
に
は
（
日
本
年
金

機
構
が
把
握
し
て
い
る
方
に
限
る
）、

ハ
ガ
キ
形
式
の
申
請
書
が
３
月
下
旬
に

送
付
さ
れ
ま
す
。

　

申
請
者
記
入
欄
へ
必
要
事
項
を
記
入

し
て
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

※
学
生
証
、
在
学
証
明
書
の
添
付
は
不

　

要
で
す
。

※
在
学
す
る
学
校
が
変
わ
っ
た
と
き 

　

や
、
ハ
ガ
キ
が
送
付
さ
れ
な
か
っ
た

　

場
合
は
、
市
役
所
年
金
係
窓
口
で
申

　

請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
ハ
ガ
キ
は
で
き
る
だ
け
４
月
中
に
返

　

送
し
て
く
だ
さ
い
。

★
学
生
納
付
特
例
の
承
認
期
間
は
４
月
か
ら

　

翌
年
３
月
ま
で
と
な
り
ま
す
の
で
、
申
請

　

手
続
き
は
毎
年
必
要
で
す
。

★
卒
業
、
退
学
に
よ
り
学
生
で
な
く
な
っ
た

　

方
で
、
引
き
続
き
４
月
以
降
の
国
民
年
金

　

保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、「
若
年

　

者
納
付
猶
予
制
度
」
や
「
保
険
料
免
除
制

　

度
」　

が
あ
り
ま
す
。
年
金
係
窓
口
へ
ご
相

　

談
く
だ
さ
い
。

　

保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、

不
慮
の
事
故
な
ど
に
よ
り
障
害
が
残
っ
た
り
、

死
亡
し
た
場
合
に
、
障
害
年
金
や
遺
族
年
金

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　

な
お
、
学
生
納
付
特
例
が
承
認
さ
れ
た
期

間
は
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
た
め
に
必

要
な
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す
が
、
年
金
額
に

は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

就
職
な
ど
で
、
収
入
が
得
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
場
合
は
、
将
来
受
け
取
る
年
金
を
増

額
す
る
た
め
、
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
、
保
険

料
を
納
め
る
こ
と
の
で
き
る
「
追
納
制
度
」

を
利
用
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

追
納
制
度

　

保
険
料
免
除
や
納
付
猶
予
な
ど
で
承
認
さ

れ
た
期
間
は
、
10
年
以
内
（
例
え
ば
平
成
23

年
４
月
分
は
平
成
33
年
４
月
末
ま
で
）
で
あ

れ
ば
、
あ
と
か
ら
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と

（
追
納
）
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
保
険
料
の
免
除
や
納
付
猶
予
な
ど
の

承
認
を
受
け
た
年
度
か
ら
起
算
し
て
、
３
年
度

目
以
降
に
保
険
料
を
追
納
す
る
場
合
は
、
当
時

の
保
険
料
額
に
経
過
期
間
に
応
じ
た
加
算
額

が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。
加
算
額
が
低
く
済
む
よ

う
、
お
早
め
の
追
納
を
お
勧
め
し
ま
す
。

★
追
納
は
保
険
料
が
高
く
な
る
こ
と
が
あ
っ

　

て
も
安
く
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
学

　

生
で
あ
っ
て
も
経
済
的
に
余
裕
が
あ
る
場

　

合
は
、
学
生
納
付
特
例
を
利
用
せ
ず
に
保

　

険
料
を
納
め
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

年金だより 市民課年金係　☎ 973-5498

ご存知ですか？

「学生納付　
　特例制度」
4月より平成23年度学生
納付特例申請受付開始！

①
窓
口
で
の
申
請
に
必
要

　

な
も
の

②
ハ
ガ
キ
形
式
で
申
請
す
る

　

場
合

　

20
歳
以
上
の
方
は
、学
生
で
あ
っ

て
も
国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
学
生
の
方
は
一
般
的

に
所
得
が
少
な
い
た
め
、
本
人
の

所
得
が
一
定
額
（
１
１
８
万
円
）

以
下
の
場
合
、
国
民
年
金
保
険
料

の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
「
学
生
納

付
特
例
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

　

申
請
方
法
は
窓
口
申
請
と
ハ
ガ
キ

形
式
の
申
請
の
２
通
り
あ
り
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料

～
平
成
23
年
４
月
か
ら
～

【
保
険
料
】

　

月
額 

１
５
，
０
２
０
円

【
老
齢
基
礎
年
金
受
給
額
】

　

年
額 

７
８
８
，
９
０
０
円

　
（
40
年
間
納
付
し
た
場
合
の

　

満
額
）
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こんな時は14 日以内に届出を！ 国保から
のお知らせ

こんなとき 手続きに必要なもの

国
保
に
加
入
す
る

他の市町村から転入したとき 保険証（世帯に国保加入者がいるとき）

職場の健康保険等をやめたとき 健康保険資格喪失証明書、保険証（世帯に国保加入者がいるとき）

生活保護を受けなくなったとき 保護廃止決定通知書、保険証（世帯に国保加入者がいるとき）

子どもが生まれたとき 保険証、母子手帳、世帯主の印鑑・通帳
直接支払い制度の合意文書・明細書や領収書

外国籍の人が加入するとき 外国人登録証明書、保険証（世帯に国保加入者がいるとき）
指定書 (在留の資格が特定活動の場合 )

国
保
を
や
め
る

他の市町村に転出するとき 保険証

職場の健康保険等に加入したとき 保険証、職場の保険証または健康保険資格取得証明書

生活保護を受けることになったとき 保険証、保護開始決定通知書

死亡したとき 保険証、喪主の印鑑、喪主の通帳

外国籍の人がやめるとき 保険証、外国人登録証明書

そ
の
他

住所、世帯主、氏名等が変わったとき 保険証

保険証を汚したとき 保険証

保険証を紛失したとき 身分証

修学や施設入所のため、他市町村に住むとき 保険証、在学・在園証明書

退職者医療制度の対象となったとき 保険証、年金証書、身分証

＊全ての手続きには身分確
　認できるもの（免許証や
　住民基本台帳カード等）
　が必要です。
＊別世帯の方が届出する場
　合は、世帯主からの
　委任状が必要です。

退職者医療制度とは
　該当する方の給付費 ( 自己負担分３割以外の医療費 ) が
一般国保加入者とは別に職場の健康保険からの拠出金等に
よって賄われる制度です。
　年金の受給権の発生した日が、退職者医療制度の対象と
なる日です。次の用件をすべて満たす人とその65歳未満
の被扶養者は退職者医療制度で医療を受けることになりま
す。国保税の計算方法や受けられる給付は一般国保加入者
と同様です。

①国保に加入している65歳未満の人
②厚生年金や各種共済組合などの年金を受けられる人
　でその加入期間が20年以上、もしくは40歳以降　　
　10年以上ある人

POINT!

国保に入る届出が遅れると
　国保税は届出をした日からではな

く、国保に加入する資格を得た月か

ら納めることになります。届け出が

遅れている間の医療費はやむを得な

い理由がない限り、全額自己負担に

なります。

国保をやめる届出が遅れると
　国保の資格がなくなっているのに届出

が遅れると、保険証が手元にあるのでそ

れを使って診療をうけてしまう場合があ

ります。このようなときは、国保で負担

した医療費はあとで返していただくこと

になります。

お問い合わせ：うるま市役所 国民健康保険課　☎ 973-3202

国保へ加入またはやめる場合は、14日以内に国保課窓口に届出てください。
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ひ
と
り
親
世
帯
の
た
め
に

児
童
家
庭
課　

☎
９
７
３
ー
４
９
８
３

　

離
婚
な
ど
に
よ
り
、
ひ
と
り
親
と
な
っ
た

児
童
の
母
親
や
父
親
、
又
は
両
親
に
代
わ
っ

て
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
に
対
し
、
そ
の

児
童
が
18
歳
に
な
り
最
初
の
３
月
31
日
を
迎

え
る
ま
で
の
期
間(

心
身
に
中
程
度
以
上
の

障
害
が
あ
る
場
合
は
20
歳
に
な
る
月
ま
で
）

支
給
し
ま
す
。

※
た
だ
し
、
所
得
制
限
や
資
格
要
件
等
が
あ

　

り
ま
す
。

※
平
成
22
年
８
月
よ
り
父
子
家
庭
も
手
当
の

　

対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
手
当
の
額
】

※
平
成
23
年
4
月
分
よ
り
改
正
有
り
。

・
全
部
支
給
（
月
額
）

　

４
１
，
７
２
０
円
（
平
成
22
年
度
）

　
　
　
　

↓

　

４
１
，
５
５
０
円
（
平
成
23
年
度
）

・
一
部
支
給
（
月
額
）

　

４
１
，
７
１
０
円
〜
９
，
８
５
０
円

　
　
　
　

↓　
　
　

 

（
平
成
22
年
度
）

　

４
１
，
５
４
０
円
〜
９
，
８
１
０
円

　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
平
成
23
年
度
）

　

母
子
・
父
子
家
庭
及
び
養
育
者
世
帯
に
対

し
、
医
療
費
の
本
人
負
担
分
の
一
部
を
助
成

し
ま
す
。

【
対
象
者
】

　

う
る
ま
市
に
住
所
が
あ
り
、
医
療
保
険
に

加
入
し
て
い
る
方
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

・
母
子
家
庭
の
母
と
児
童

・
父
子
家
庭
の
父
と
児
童

・
養
育
者
が
養
育
す
る
父
母
の
い
な
い
児
童

※
た
だ
し
、
所
得
制
限
や
資
格
要
件
等
が
あ

　

り
ま
す
。

　

母
子
家
庭
の
母
、
父
子
家
庭
の
父
、
寡
婦

の
方
が
、
修
学
や
病
気
等
で
日
常
生
活
を
営

む
上
で
一
時
的
に
支
障
が
生
じ
た
場
合
に
、

家
庭
生
活
支
援
員
を
派
遣
し
ま
す
。
利
用
さ

れ
る
方
は
事
前
に
登
録
が
必
要
で
す
。

　

母
子
家
庭
や
寡
婦
の
方
た
ち
の
経
済
的
自

立
の
援
助
と
児
童
の
福
祉
の
た
め
に
、
無
利

子
で
資
金
の
貸
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。
申
請

窓
口
は
う
る
ま
市
で
、県（
中
部
福
祉
保
健
所
）

の
審
査
等
を
経
て
貸
付
の
可
否
が
決
定
さ
れ

ま
す
。

【
資
金
の
種
類
】

　

修
学
（
児
童
）・
技
能
習
得
・
修
業
・
就
職

支
度
・
医
療
介
護
・
生
活
・
転
宅
・
就
学
支
度
・

結
婚
・
事
業
開
始
・
事
業
継
続
な
ど

　

　
母
子
家
庭
の
母
の
資
格
取
得
と

　
経
済
的
自
立
を
支
援
す
る
た
め
に

　
次
の
よ
う
な
給
付
制
度
が
あ
り
ま
す

　

医
療
事
務
や
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
な
ど
指
定

さ
れ
た
教
育
訓
練
講
座
を
受
講
し
た
場
合
、

受
講
に
要
し
た
経
費
の
40
％
（
８
，
０
０
１

円
以
上
で
20
万
円
以
下
）
を
支
給
し
ま
す
。

※
受
講
開
始
前
に
必
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　　

母
子
家
庭
の
母
が
、
看
護
師
や
介
護
福
祉

士
な
ど
の
資
格
取
得
の
た
め
、
２
年
以
上
養

成
機
関
等
で
修
業
す
る
場
合
に
生
活
の
負
担

軽
減
を
図
る
た
め
の
費
用
を
支
給
し
ま
す
。

※
事
前
に
必
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

赤
い
羽
根
共
同
募
金
配
分
金
事
業
を

活
用
し
て
、
う
る
ま
市
内
に
居
住
す
る

一
人
親
世
帯
等
の
新
入
学
児
童
に
対
し

て
激
励
金
を
支
給
し
ま
す
。

【
対
象
】
う
る
ま
市
内
に
居
住
す
る

①
母
子
世
帯
（
小
学
校
１
年
生
）

②
父
子
世
帯
（
小
学
校
１
年
生
）

③
そ
の
他
、
祖
父
母
等
が
養
育
し
て
い

　

る
世
帯
（
小
学
校
1
年
生
）

※
生
活
保
護
世
帯
は
対
象
外
と
す
る
。

【
申
請
方
法
】
所
定
の
申
請
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
居
住
す
る
地
区
の
社
会

福
祉
協
議
会
（
本
所
・
支
所
）
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

【
受
付
期
間
】

　

４
月
13
日
（
水
）
～
４
月
27
日
（
水
）

児
童
扶
養
手
当
の
支
給

母
子
・
父
子
家
庭
等
医
療
費
助
成
事
業

母
子
・
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付

母
子
家
庭
等
日
常
生
活
支
援
事
業

（
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
事
業
）

母
子
家
庭
自
立
支
援
教
育
訓
練
給

付
金
事
業

高
等
技
能
訓
練
促
進
費
等
事
業

う
る
ま
市
一
人
親
世
帯
等

新
入
学
児
童
激
励
事
業

【お問合せ先】
うるま市社会福祉協議会

・本所（総務課） ☎ 973-5459
・石川支所　 ☎ 964-2494
・勝連支所　 ☎ 978-5914
・与那城支所 ☎ 978-0011
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消
防
法
の
改
正
に
よ
り
、
全
て
の
住
宅
（
戸

建
住
宅
・
共
同
住
宅
等
を
含
む
）
に
、
住
宅
用

火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

新
築
住
宅
は
平
成
18
年
６
月
１
日
か
ら
、
既

存
住
宅
は
市
条
例
で
定
め
る
平
成
23
年
６
月
１

日
か
ら
、
設
置
義
務
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
と
は

　

火
災
は
、
起
き
て
い
れ
ば
火
や
煙
を
目
で
見

た
り
、
焦
げ
臭
い
に
お
い
を
感
じ
た
り
す
る
こ

と
で
気
付
き
ま
す
が
、
就
寝
中
や
別
の
部
屋
で

発
生
し
た
と
き
は
、
気
付
く
の
が
遅
れ
て
し
ま

い
ま
す
。
そ
ん
な
と
き
、
住
宅
内
の
火
災
を
い

ち
早
く
感
知
し
、
警
報
を
発
し
て
火
災
を
知
ら

せ
て
く
れ
る
の
が
住
宅
用
火
災
警
報
器
で
す
。

　

ま
た
、
火
災
を
早
期
に
発
見
す
る
こ
と
で
、

初
期
消
火
や
通
報
な
ど
が
早
ま
り
、
被
害
を
軽

減
で
き
ま
す
。

警
報
器
は
な
ぜ
必
要
な
の
？

　

平
成
15
年
以
降
連
続
で
、
日
本
全
国
で
火
災

に
よ
る
死
者
数
が
１
，
０
０
０
人
を
突
破
し
て

お
り
、
そ
の
う
ち
、
住
宅
火
災
が
約
９
割
を
占

め
て
い
ま
す
。
住
宅
火
災
で
の
死
因
の
約
６
割

が
、「
逃
げ
遅
れ
」
に
よ
る
も
の
で
す
。
そ
の
半

数
以
上
を
高
齢
者
が
占
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
午
後
10
時
〜
翌
日
午
前
６
時
の
睡
眠

時
間
帯
に
多
く
の
死
者
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
効
果

　

死
者
数
、
焼
損
床
面
積
、
損
害
額
で
見
る
と
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
が
設
置
さ
れ
て
い
る
場
合

は
、
設
置
さ
れ
て
い
な
い
場
合
に
比
べ
被
害
状

況
が
概
ね
半
減
し
て
い
ま
す
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
が
設
置
さ
れ
れ
ば
、
火

災
発
生
時
の
死
亡
リ
ス
ク
や
損
失
の
拡
大
リ
ス

ク
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

付
け
て
い
て
良
か
っ
た
住
宅
用
火
災
警
報
器

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
付
け
て
い
た
お
か
げ

で
、
火
災
を
回
避
・
軽
減
で
き
た
例
が
全
国
で

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

  

事
例 

①

　

寝
た
ば
こ
を
し
て
い
て
、
そ
の
ま
ま
眠
っ
て
し

ま
っ
た
と
こ
ろ
、
警
報
音
で
目
が
覚
め
、
布
団

か
ら
煙
が
出
て
い
る
こ
と
に
気
付
い
た
。

　

あ
わ
て
て
布
団
を
風
呂
場
に
持
っ
て
い
き
、

浴
槽
の
水
に
浸
し
て
火
を
消
し
た
。

  

事
例 

②

　

天
ぷ
ら
を
作
る
た
め
、
鍋
に
油
を
入
れ
て
火

を
つ
け
た
。
油
の
温
度
が
上
が
る
ま
で
別
室
で

テ
レ
ビ
を
見
て
い
る
と
、
つ
い
夢
中
に
な
っ
て
火

を
つ
け
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
し
ま
っ
た
。
鍋
か

ら
は
煙
が
発
生
し
、
そ
れ
を
階
段
部
に
付
け
て

い
た
警
報
器
が
感
知
し
て
警
報
音
が
鳴
っ
た
。

　

す
ぐ
に
初
期
消
火
で
き
た
の
で
、
大
事
に
は

至
ら
な
か
っ
た
。

設
置
義
務
の
あ
る
場
所

・
ふ
だ
ん
就
寝
に
使
っ
て

い
る
部
屋
（
寝
室
）
の

全
て

・
寝
室
が
２
階
ま
た
は
３

階
に
あ
る
場
合
に
は
階

段
の
天
井

ご
購
入
の
目
安

・
日
本
消
防
検
定
協
会
の
検
査
に
合
格
し
た
Ｎ

Ｓ
マ
ー
ク
が
つ
い
た
も
の
は
、
安
心
し
て
お
使

い
い
た
だ
け
ま
す
。

・
販
売
価
格
は
機
能

な
ど
に
よ
り
異
な

り
ま
す
が
概
ね
、
一

個
３
千
円
程
度
か

ら
あ
り
ま
す
。

・
住
宅
用
火
災
警
報

器
は
、
家
電
販
売

店
、
ホ
ー
ム
セ
ン

タ
ー
、
防
災
設
備

取
扱
店
な
ど
で
購

入
す
る
こ
と
が
で

き
、
ド
ラ
イ
バ
ー

さ
え
あ
れ
ば
、
取

り
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

悪
徳
訪
問
販
売
業
者
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
義
務
化
に
伴
い
、

悪
質
な
訪
問
販
売
な
ど
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
訪
問
販
売
は
ク
ー

リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度
の
対
象
で
す
。
契
約
後
、
一

定
期
間
は
契
約
の
解
除
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す

の
で
、
悪
質
な
訪
問
販
売
と
疑
わ
し
い
場
合
は
、

消
防
本
部
予
防
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

①
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
何
十
万
円
も
し
ま

せ
ん
。

②
消
防
署
・
消
防
職
員
が
売
っ
た
り
は
し
ま
せ
ん
。

ま
た
、
販
売
委
託
も
し
て
ま
せ
ん
。

③
「
罰
則
が
あ
る
」
な
ど
と
言
っ
て
、
強
引
に

営
業
を
し
て
く
る
場
合
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

つ
け
ま
し
た
か
？ 

住
宅
用
火
災
警
報
器
！

つ
け
ま
し
た
か
？ 

住
宅
用
火
災
警
報
器
！

つ
け
ま
し
た
か
？ 

住
宅
用
火
災
警
報
器
！

〜
今
年
６
月
か
ら
、
す
べ
て
の
住
宅
に
設
置
が
義
務
付
け
に
な
り
ま
す
〜

消防本部予防課
☎965ー2122

子ども部屋（寝室）

階段

主寝室

台所居間

①寝室
就寝に使う部屋の天井
か壁に設置します。

②階段
寝室がある階の階段の
踊り場の天井か壁に設
置します。
※１階など、すぐに避
難できる階（避難階）
の階段は除きます。

③台所
うるま市では、台所には
設置を義務付けていませ
んが、設置することを推
奨します。

主な設置場所
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高
齢
者
の
み
な
さ
ん
が
ス
タ
ッ
フ
の

指
導
を
も
と
に
正
し
い
運
動
方
法
を
身

に
つ
け
、
日
ご
ろ
か
ら
実
践
で
き
、
介
護

予
防
に
役
立
て
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に

「
う
る
ま
貯
筋
ク
ラ
ブ
」
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

【
と
き
・
と
こ
ろ
】

水
中
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム

・
う
る
み
ん
プ
ー
ル
（
月
・
水
・
金
）

筋
力
向
上
プ
ロ
グ
ラ
ム

・
う
る
み
ん
運
動
指
導
室
（
月
・
金
）

・
石
川
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
機
能
訓
練
室

　
（
水
）

【
実
施
時
間
】

　

い
ず
れ
も
午
後
１
時
か
ら
３
時
ま
で

【
対 

象
】

　

市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
元
気
な
方

　
（
疾
病
等
に
よ
り
受
講
で
き
な
い
場
合

　

も
ご
ざ
い
ま
す
）

【
定 

員
】

・
水
中
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
25
名

・
筋
力
向
上
プ
ロ
グ
ラ
ム
20
名

【
施
設
利
用
料
】

・
う
る
み
ん　

１
回
１
０
０
円

・
石
川
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー　

無
料

【
会
員
登
録
】

　

貯
筋
ク
ラ
ブ
の
実
施
日
に
、
直
接
会

場
に
て
登
録
（
登
録
受
付
は
12
時
30
分

～
午
後
１
時
ま
で
）
し
て
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

  

☎
９
７
３
ー
５
１
１
２

う
る
ま
市
貯
筋
ク
ラ
ブ
の
お
知
ら
せ

平成23年度　
うるま市介護予防事業
始まります
　平成23年４月より各地区ごとに、介護認定をうけていない 65 歳以上の方（平成 23 年 3 月末時点）
に「基本チェックリスト」を発送します。
基本チェックリストが届いた方は、ご記入のうえ期限内に返信用封筒にて地域包括支援センターへ「返送」
してください。

【各地区の発送・返送期限】○具志川地区 　　　　発送：４月１日 返送期限：４月末まで
　　　　　　　　　　　　　　　○石川地区 　　　　　発送：５月２日 返送期限：５月末まで
　　　　　　　　　　　　　　　○与那城・勝連地区 　発送：６月１日 返送期限：６月末まで

介護予防事業の流れ
対象者へ基本チェックリストを発送

チェックリストから判定

介護や支援が必要となるおそれが低い方

「ちゃ～がんじゅう高齢者」

●一般高齢者向けの総合介護予防教室

「転ばぬ先の知恵教室」
●うるみんなどの施設を活用する

「うるま貯筋クラブ」等への案内。

介護や支援が必要となるおそれが高い方

「ちばらな高齢者」

●運動機能向上プログラム

「どぅ～がっさん教室」
●栄養改善・口腔機能向上プログラム

「歯がんじゅう教室」等への案内。

基本チェックリストが届きましたら、質問に沿って「記入」し、地域包括
支援センターへ「返送」してください。

※各教室の対象者には、基本チェックリストの結果に基づき、うるま市が行っている介護
　予防教室のご案内を送付させていただきます。

※今年から介護予防健診（医師
　の診療、検査等）は必要あり
　ません。

介護長寿課（地域包括支援センター） 　☎ 973-5112
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健
康
・
子
育
て

市
民
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
に
つ
い
て

　

さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
で
ス
ト
レ
ス
を
か
か
え

て
い
る
方
が
対
象
で
す
。

※
臨
床
心
理
士
に
よ
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

※
毎
月
第
４
火
曜
日
（
公
休
日
除
く
）

【
と 

き
】
４
月
26
日
（
火
）

　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
前
11
時

【
と
こ
ろ
】
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
う
る
み
ん

　
　
　
　

  

３
階
相
談
室

※
お
電
話
や
来
所
で
の
予
約
が
必
要
で
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

子
育
て
教
育
相
談

　

児
童
の
健
全
な
発
達
と
子
育
て
等
の
悩
み

に
対
し
、
高
度
な
専
門
的
技
術
・
経
験
を
有

す
る
臨
床
心
理
士
が
子
育
て
教
育
相
談
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
と
し
て
相
談
業
務
を
行
い
ま
す
。

【
相
談
日
】
毎
月
第
３
金
曜
日

【
と
こ
ろ
】

　

偶
数
月
：
児
童
家
庭
課
（
本
庁
２
階
）

　

奇
数
月
：
石
川
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

【
相
談
時
間
】
午
後
１
時
～
午
後
５
時

　

１
人
60
分
程
度
、
先
着
４
人
ま
で

・
相
談
は
無
料
で
す
。

・
相
談
に
つ
い
て
は
秘
密
を
守
り
ま
す
。

・
相
談
受
付
は
、
事
前
に
電
話
・
窓
口
で
の

　

予
約
が
必
要
で
す
。

・
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
先
生
の
都
合
に
よ
り
、 

　

日
程
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

　

了
承
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　

児
童
家
庭
課 

家
庭
児
童
相
談
室

　

☎
９
７
３
ー
５
０
４
１

特
定
健
診
・
長
寿
健
診
・
人
間
（
脳
）

ド
ッ
ク
が
、
４
月
以
降
順
次
ス
タ
ー

ト
し
ま
す

　

40
歳
以
上
の
国
保
被
保
険
者
及
び
長
寿

（
後
期
高
齢
者
）
医
療
被
保
険
者
の
皆
様
に

は
、
４
月
中
に
案
内
を
送
付
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
１
年
に
１
度
の
健
診
受
診
を
お
願
い
致

し
ま
す
。

特
別
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
に
つ
い
て

　

身
体
や
精
神
に
中
程
度
以
上
の
障
害
が
あ

る
20
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
を
扶
養
し
て
い
る

父
母
又
は
養
育
者
に
支
給
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
所
得
制
限
等
が
あ
り
ま
す
。

【
手
当
の
額
】（
４
月
分
よ
り
改
正
あ
り
）

●
１
級
該
当
の
児
童
１
人
に
つ
き

　

月
額
５
０
，
７
５
０
円
（
平
成
22
年
度
）

　
　
　
　
　
　

↓

　

月
額
５
０
，
５
５
０
円
（
平
成
23
年
度
）

●
２
級
該
当
の
児
童
１
人
に
つ
き

　

月
額
３
３
，
８
０
０
円
（
平
成
22
年
度
）

　
　
　
　
　
　

↓

　

月
額
３
３
，
６
７
０
円
（
平
成
23
年
度
）

特
別
障
害
者
手
当
（
20
歳
以
上
）・
障
害
児

福
祉
手
当
（
20
歳
未
満
）
に
つ
い
て

　

在
宅
の
重
度
障
害
者
（
児
）
に
対
し
、
そ

の
著
し
く
重
度
の
障
害
に
よ
っ
て
生
ず
る
特

別
な
負
担
の
軽
減
を
図
る
一
助
と
し
て
手
当

を
支
給
す
る
こ
と
に
よ
り
、
重
度
障
害
者

（
児
）
福
祉
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

【
手
当
の
額
】（
４
月
よ
り
改
正
あ
り
）

●
特
別
障
害
者
手
当

　

月
額
２
６
，
４
４
０
円
（
平
成
22
年
度
）

　
　
　
　
　
　

↓

　

月
額
２
６
，
３
４
０
円
（
平
成
23
年
度
）

●
障
害
児
福
祉
手
当

　

月
額
１
４
，
３
８
０
円
（
平
成
22
年
度
）

　
　
　
　
　
　

↓

　

月
額
１
４
，
３
３
０
円
（
平
成
23
年
度
）

●
福
祉
手
当
（
経
過
措
置
）

　

月
額
１
４
，
３
８
０
円
（
平
成
22
年
度
）

　
　
　
　
　
　

↓

　

月
額
１
４
，
３
３
０
円
（
平
成
23
年
度
）

※
現
在
受
給
中
の
方
も
、
平
成
23
年
４
月
か

　

ら
手
当
額
が
変
更
と
な
り
ま
す
の
で
お
知

　

ら
せ
い
た
し
ま
す
。

お
知
ら
せ

平
成
23
・
24
年
度
入
札
参
加
資
格
審
査

申
請
追
加
受
付
に
つ
い
て

　

平
成
23
・
24
年
度
に
お
け
る
「
う
る
ま
市

庁
舎
等
警
備
業
務
及
び
清
掃
業
務
等
」「
う

る
ま
市
が
発
注
す
る
物
品
の
買
入
れ
及
び
製

造
等
」
の
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
に
つ
い

て
追
加
受
付
を
行
い
ま
す
。

【
提
出
要
領
の
配
布
・
受
付
期
間
】

　

平
成
23
年
４
月
１
日
～

　

平
成
24
年
12
月
21
日

　
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
午
前
９
時
～
正
午
、

　

午
後
１
時
～
午
後
５
時
）

【
配
布
・
受
付
場
所
】
管
財
課
（
本
庁
３
階
）

【
対
象
】
う
る
ま
市
に
本
社
を
有
す
る
会
社

※
申
請
書
は
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

郵
送
に
よ
る
受
付
は
行
い
ま
せ
ん
。

i n f o r m a t i o n

健
康
支
援
課

1
９
７
３
｜
３
２
０
９

児
童
家
庭
課

1
９
７
３
｜
４
９
８
３

国
民
健
康
保
険
課1

９
７
３
｜
３
１
７
７

児
童
家
庭
課

1
９
７
３
｜
４
９
８
３

障
が
い
福
祉
課

1
９
７
３
｜
５
４
５
２

管
財
課

1
９
７
３
｜
５
３
７
３



離
職
に
よ
っ
て
住
居
を
喪
失
又
は
そ

の
お
そ
れ
の
あ
る
方
へ

～
住
宅
手
当
緊
急
特
別
措
置
事
業
～

　

離
職
者
で
あ
っ
て
、
就
労
能
力
・
常
用
就

職
の
意
欲
が
あ
る
方
の
う
ち
、
住
宅
を
失
っ

た
方
ま
た
は
失
う
お
そ
れ
の
あ
る
方
が
安
心

し
て
就
職
活
動
で
き
る
よ
う
６
か
月
を
限
度

に
住
宅
手
当
を
支
給
（
貸
主
の
口
座
に
直
接

振
込
）
し
ま
す
。

【
対
象
者
】
申
請
時
に
次
の
①
～
⑦
の
全
て

　

に
該
当
す
る
方

①
平
成
19
年
10
月
１
日
以
降
に
離
職
し
た
方

②
離
職
前
に
主
た
る
生
計
維
持
者
で
あ
っ
た

　

方
（
自
ら
の
労
働
に
よ
り
賃
金
を
得
て
主

　

と
し
て
世
帯
の
生
計
を
維
持
し
て
い
る
方
）

③
就
労
能
力
、
就
労
意
欲
が
あ
り
、
公
共
職

　

業
安
定
所
へ
求
職
申
し
込
み
を
行
い
、
常

　

用
就
職
に
向
け
た
就
職
活
動
を
行
う
方

④
住
宅
を
喪
失
し
て
い
る
方
又
は
喪
失
す
る

　

お
そ
れ
の
あ
る
方

⑤
原
則
と
し
て
収
入
の
な
い
方
。
一
時
的
な

　

収
入
が
あ
る
場
合
に
は
、
生
計
を
一
と
す

　

る
同
居
の
親
族
の
収
入
の
合
計
が
次
の
金

　

額
以
下
で
あ
る
こ
と

・
単
身
世
帯
：
８
万
４
千
円
に
家
賃
額
（
た

　

だ
し
住
宅
手
当
基
準
額
が
上
限
）
を
加
算

　

し
た
額
未
満

・
２
人
世
帯
：
17
万
２
千
円
以
内

・
３
人
以
上
世
帯
：
17
万
２
千
円
に
家
賃
額

　
（
た
だ
し
住
宅
手
当
基
準
額
が
上
限
）
を

　

加
算
し
た
額
未
満

⑥
生
活
を
共
に
し
て
い
る
同
居
の
親
族
の
預
貯

　

金
の
合
計
が
次
の
金
額
以
下
で
あ
る
こ
と
。

・
単
身
世
帯
：
50
万
円
以
下

・
複
数
世
帯
：
１
０
０
万
円
以
下

⑦
国
の
住
宅
喪
失
離
職
者
等
に
対
す
る
雇
用

　

施
策
に
よ
る
貸
付
又
は
給
付
（
就
職
安
定

　

資
金
融
資
、
訓
練
・
生
活
支
援
給
付
、
就

　

職
活
動
困
難
者
支
援
事
業
等
）、
自
治
体

　

が
実
施
す
る
類
似
の
貸
付
又
は
給
付
等
を

　

受
け
て
い
な
い
方

【
申
請
場
所
】
生
活
福
祉
課

　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
う
る
み
ん
３
階

【
申
請
受
付
期
間
】
現
在
、
受
付
中
で
す
。

　

最
終
の
受
付
は
平
成
24
年
２
月
末
ま
で
と

　

な
り
ま
す
。

※
申
請
に
は
、
顔
写
真
の
外
に
本
人
確
認
、

　

離
職
票
、
収
入
、
預
貯
金
、
求
人
申
し
込

　

み
等
を
確
認
す
る
書
類
が
必
要
で
す
。

【
社
協
の
貸
し
付
け
制
度
】

※
賃
貸
住
宅
の
入
居
に
必
要
な
敷
金
・
礼
金

　

等
の
初
期
費
用
や
当
面
の
生
活
費
等
の
一

　

時
的
な
資
金
が
必
要
な
方
で
社
会
福
祉
協

　

議
会
の
「
総
合
支
援
資
金
」
や
「
臨
時
特

　

例
つ
な
ぎ
資
金
」
の
貸
し
付
け
要
件
を
備

　

え
て
い
る
場
合
は
貸
し
付
け
を
利
用
す
る

　

こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　

生
活
福
祉
課 

福
祉
総
務
係

交
通
災
害
共
済
加
入
受
付
中
で
す
！

　

交
通
災
害
共
済
組
合
と
は
、
共
済
掛
金
を

納
め
て
会
員
に
な
っ
て
頂
い
た
市
民
が
交
通

事
故
に
あ
わ
れ
た
と
き
に
見
舞
金
を
支
払

い
、
出
費
の
一
部
に
あ
て
て
頂
く
助
け
あ
い

の
制
度
で
す
。

　

お
１
人
５
０
０
円
の
掛
金
で
、
最
高

１
０
０
万
円
の
見
舞
金
が
支
給
さ
れ
、
万
が

一
の
備
え
と
し
て
高
齢
者
、
子
育
て
世
帯
等

の
方
々
に
も
加
入
し
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

加
入
申
込
書
は
、
各
公
民
館
、
本
庁
舎
総
合

案
内
、
市
民
生
活
課
、
石
川
・
勝
連
・
与
那
城

庁
舎
市
民
課
窓
口
に
も
設
置
し
て
あ
り
ま
す
。

【
共
済
掛
金
】
１
人
５
０
０
円
（
年
額
）

【
共
済
期
間
】
平
成
23
年
４
月
１
日
～

　
　
　
　
　

 

平
成
24
年
３
月
31
日

　
（
但
し
、
4
月
1
日
以
降
加
入
さ
れ
る
方

　

は
翌
日
か
ら
）

【
災
害
見
舞
金
】
傷
害
の
程
度
に
よ
り
１
万

　

円
か
ら
最
高
１
０
０
万
円

【
見
舞
金
の
支
給
範
囲
】
日
本
国
内
に
お
け

　

る
一
般
の
人
や
車
な
ど
が
自
由
に
往
来
す

　

る
こ
と
が
で
き
る
道
路
等
で
の
自
動
車
、

　

バ
ス
、
バ
イ
ク
、
自
転
車
等
の
交
通
に
よ

　

る
人
身
事
故
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

23 広報うるま 2011　4月号　

i n f o r m a t i o n

　平成２３年４月から市役所の組織を一部変更しま
す。
　より簡素で効率的な組織運営を構築し、 市民サー
ビスの向上を図るため組織の見直しを進めていま
す。今回の見直しでは、１課を新設し（６１課→６２課）、
２課の課名を変更します。
【課の新設 ・ 名称変更】
（新設） 総務部 庁舎建設室
（課名変更）
　教育部 社会教育課 → 教育部 生涯学習振興課
　教育部 社会体育課 → 教育部 生涯スポーツ課
【その他の変更点】
（総務部）
　総務部参事兼庁舎建設室長 （部長同等職として庁
　舎建設に関する事務を担任） を配置します。
（建設部）
　下水道課の管理部門 （業務係、 排水設備係） を  
　水道局へ移転します。

組織・機構の改革について
〜庁舎建設の取り組みを進めるため　　
　　　　　　庁舎建設室を新設します〜

行政改革推進室 ☎９７３- ５４０３

生
活
福
祉
課

1
９
７
３
｜
４
９
８
２

市
民
生
活
課

1
９
７
３
｜
５
４
８
７
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i n f o r m a t i o n

う
る
ま
市
市
民
音
頭
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
が

完
成
し
ま
し
た

　

本
Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
、
観
賞
用
と
し
て
も
、
振
付

け
を
覚
え
る
た
め
の
教
材
と
し
て
も
ご
活
用

で
き
る
よ
う
作
成
し
ま
し
た
。
各
自
治
会
に

も
配
布
し
て
お
り
、
う
る
ま
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
か
ら
も
観
賞
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
詳
細
は
企
画
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

く
ち
こ
み
じ
ん
ぶ
ん
屋

～
手
作
り
雑
貨
展
～

　

う
る
ま
市
内
の
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
作
家
に
よ

る
手
作
り
雑
貨
展
を
開
催
致
し
ま
す
。

※
布
小
物
・
編
み
物
・
ア
ク
セ
サ
リ
ー
な
ど

【
と 

き
】
４
月
29
日
（
金
）

　
　
　

   

午
前
10
時
～
午
後
３
時

【
と
こ
ろ
】
い
ち
ゅ
い
具
志
川
じ
ん
ぶ
ん
館

　
　
　
　
　

大
研
修
室

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
ほ
う
こ
く
会

　
「
う
る
ま
市
を
も
っ
と
よ
く
し
た
い
！
」

と
い
う
熱
い
想
い
を
も
ち
、
助
成
金
を
獲
得

し
た
市
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
（
７
つ
）

が
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
ほ
う
こ
く
会
」
を

行
い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
と 

き
】
４
月
17
日
（
日
）

　
　
　
　
午
前
10
時
～
正
午

【
と
こ
ろ
】
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
う
る
み
ん

　
　
　
　
　
１
階
展
示
ス
ペ
ー
ス

平
成
23
年
度
合
併
処
理
浄
化
槽
設

置
補
助
金
に
つ
い
て

　

水
質
汚
濁
防
止
対
策
と
し
て
有
効
な
合
併

処
理
浄
化
槽
設
置
費
用
に
対
す
る
補
助
事
業

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

【
対
象
地
域
】
市
内
に
お
い
て
公
共
下
水
道

　

の
整
備
計
画
が
当
分
の
間
（
概
ね
７
年
以

　

上
）
見
込
ま
れ
な
い
地
域

【
対
象
数
】
５
人
槽
（
８
基
）

【
補
助
限
度
額
】
３
３
２
，
０
０
０
円

【
申
込
先
】
環
境
課

【
申
込
期
限
】
４
月
１
日
～
５
月
31
日

平
成
23
年
度
市
税
納
期
の
ご
案
内

　

平
成
23
年
度
の
各
市
税
の
納
期
及
び
納
期

限
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
納
期
限
内
に
納

め
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

【
固
定
資
産
税
】

・
第
１
期
：
平
成
23
年
５
月
２
日
（
月
）

・
第
２
期
：
平
成
23
年
８
月
１
日
（
月
）

・
第
３
期
：
平
成
23
年
12
月
26
日
（
月
）

・
第
４
期
：
平
成
24
年
２
月
29
日
（
水
）

【
市
県
民
税
】

・
第
1
期
：
平
成
23
年
６
月
30
日
（
木
）

・
第
2
期
：
平
成
23
年
８
月
31
日
（
水
）

・
第
3
期
：
平
成
23
年
10
月
31
日
（
月
）

・
第
4
期
：
平
成
24
年
１
月
31
日
（
火
）

【
軽
自
動
車
税
】

・
平
成
23
年
５
月
31
日
（
火
）

　

軽
自
動
車
税
は
、
平
成
23
年
度
よ
り
コ

　

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の
お
支
払
い

　

が
可
能
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
ご
利
用

　

く
だ
さ
い
。

平
成
22
年
度
の
市
税
は
納
付
さ
れ

ま
し
た
か
？

　

納
期
限
を
過
ぎ
て
滞
納
に
な
る
と
、
督
促

料
や
催
告
書
が
送
付
さ
れ
延
滞
金
が
加
算
さ

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

納
期
限
ま
で
に
納
付
で
き
な
い
場
合
は
、
お

早
め
に
納
税
課
窓
口
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

企
画
課

1
９
７
３
｜
５
０
０
５

い
ち
ゅ
い
具
志
川
じ
ん
ぶ
ん
館

1
９
８
２
｜
４
１
４
０

環
境
課

1
９
７
３
｜
５
５
９
４

納
税
課

1
９
７
３
｜
１
０
９
９

う
る
ま
市
社
会
福
祉
協
議
会
／

う
る
ま
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

1
９
７
３
｜
５
４
５
９

◆市民無料法律相談
うるま市顧問弁護士：ゆあ法律事務所　宮國英男弁護士
　【と　き】毎月第 2木曜日 午後２時～午後４時
　【ところ】石川庁舎（1 階市民相談室）
　【受　付】市民ロビー　午後 1 時受付開始

　【と　き】  毎月第 4木曜日 午後２時～午後４時
　【ところ】本庁（１階市民相談室）
　【受　付】2 階市民生活課　午後 1 時受付開始
※先着 8名
午後１時から受付カードを配布しますが、法律相談は先着
８名までとなっておりますので、お早めにご来庁ください。
窓口が大変混み合い相談を受けることが出来ない場合があ
りますので予めご了承ください。

うるま市民無料相談所の開設

◆人権・行政合同相談所
【と　き】4 月 21 日（木）午前 10 時〜午後 4 時
【ところ】勝連庁舎 1 階 社協会議室（人権）
　　　　　　　　　　　ボランティア室（行政）

連絡先：市民生活課　☎973-5487

◆消費者相談
【と　き】毎週水曜日　午前 10 時〜午後 4 時
【ところ】市役所本庁１階市民相談室

※相談は無料で秘密は固く守られます。お気軽にご
　相談ください。



うるま市景観条例に
ついてのお知らせ！

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
運
用
開

始
に
つ
い
て

　

う
る
ま
市
で
は
、
４
月
１
日
か
ら
全
国
瞬

時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ー
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
）
の

運
用
を
開
始
し
ま
す
。

　

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
と
は
、
武
力
攻

撃
事
態
等
に
関
す
る
国
民
保
護
情
報
や
、
緊

急
地
震
速
報
な
ど
対
処
に
時
間
的
余
裕
が
な

く
、
即
時
対
応
が
必
要
と
さ
れ
る
緊
急
情
報

を
、
国
（
消
防
庁
）
が
、
人
工
衛
星
等
を
活

用
し
て
、
市
の
防
災
行
政
無
線
を
自
動
起
動

さ
せ
、
市
内
に
設
置
し
て
い
る
全
て
の
防
災

行
政
無
線
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
、
サ
イ
レ

ン
と
音
声
に
よ
る
警
報
を
放
送
す
る
シ
ス
テ

ム
で
す
。

　

放
送
す
る
緊
急
情
報
は
次
の
と
お
り
で

す
。

【
武
力
攻
撃
事
態
等
に
関
す
る
国
民
保
護
情
報
】

●
弾
道
ミ
サ
イ
ル
情
報

●
航
空
攻
撃
情
報

●
ゲ
リ
ラ
・
特
殊
部
隊
攻
撃
情
報

●
大
規
模
テ
ロ
情
報

●
緊
急
に
住
民
に
伝
達
す
る
こ
と
が
必
要
な

　

国
民
保
護
に
関
す
る
情
報

【
地
震
に
関
す
る
情
報
】

●
緊
急
地
震
速
報
（
推
定
震
度
４
以
上
）

●
大
津
波
警
報
、
津
波
警
報

●
震
度
速
報

※
夜
間
の
放
送
や
誤
報
な
ど
が
あ
る
場
合
も

　

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
誤
報
の
場
合
に
は
誤

　

報
を
お
知
ら
せ
す
る
キ
ャ
ン
セ
ル
放
送
が

　

流
れ
ま
す
。
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地
デ
ジ
機
器
等
購
入
の
た
め
の
貸

付
支
援
制
度
あ
り
ま
す
！

　

社
会
福
祉
協
議
会
が
行
っ
て
い
る
生
活
福

祉
資
金
貸
付
制
度
は
、
必
要
な
資
金
融
資
を

他
か
ら
受
け
る
こ
と
が
困
難
か
つ
経
済
的
な

理
由
に
よ
り
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
が
ま
だ

受
信
で
き
な
い
世
帯
に
対
し
、
地
デ
ジ
対
応

テ
レ
ビ
や
地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
内
蔵
録
画
機

器
、
地
デ
ジ
受
信
に
必
要
な
ア
ン
テ
ナ
工
事

費
の
機
器
購
入
費
用
を
お
貸
し
し
ま
す
。

【
対
象
世
帯
】

・
低
所
得
世
帯
：
世
帯
の
収
入
が
生
活
保
護

　

基
準
の
概
ね
１
・
７
倍
程
度
以
下
の
世
帯

・
障
害
者
世
帯
：
障
害
者
手
帳
な
ど
の
交
付

　

を
受
け
て
い
る
者
が
属
す
る
世
帯

・
高
齢
者
世
帯
：
日
常
生
活
上
介
護
を
要
す

　

る
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
属
す
る
世
帯

【
申
込
・
お
問
い
合
わ
せ
】

　

う
る
ま
市
社
会
福
祉
協
議
会

・
本
所
（
う
る
み
ん
２
階
）

　

☎
９
７
３
ー
５
４
５
９

・
石
川
支
所
（
石
川
庁
舎
内
１
階
）

　

☎
９
６
４
ー
２
４
９
４

・
勝
連
支
所
（
勝
連
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

　

☎
９
７
８
ー
５
９
１
４

・
与
那
城
支
所（
与
那
城
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

　

☎
９
７
８
ー
０
０
１
１

※
申
込
み
が
必
要
な
方
は
、
事
前
に
電
話
連

　

絡
の
上
来
所
く
だ
さ
い
。

【
申
込
期
限
】
平
成
24
年
３
月
末
日

総
務
課

1
９
７
３
｜
０
６
０
６

う
る
ま
市
社
会
福
祉
協
議
会

1
９
７
３
｜
５
４
５
９

　うるま市には、美しい海岸や島嶼地域の自然景観、
世界遺産の勝連城跡に代表される歴史遺産など、特色
ある美しい景観が数多くあります。これらの美しい景
観をまもり・そだて・つくり・いかすため、この度景
観法に基づく「うるま市景観計画」を市民の皆様との
協働により策定しました。計画の策定とあわせて、本
市の景観づくりを推進するため「うるま市景観条例」
を制定しましたので、建築、開発行為等を行う際は、
本景観計画・景観条例をご確認の上実施していただき
ますようご協力よろしくお願いします。

※景観条例は、現在建てることのできる建物の用途
や開発を規制するものではなく、地域の景観と調和
した建築や開発行為を誘導するものです。

〈手続きの流れ〉

「うるま市景観条例」の施行：平成 23 年 7 月 1 日

  建築主（又は代理人）

事前協議

行為の届出

審　査

適合確認

建築確認申請

確認済証の交付

工事の着工

工事の完了

完了届の提出

※①＝景観条例の手続き（都市計画課）
　②＝建築基準法の手続き
　　　　（建築指導課、指定確認検査機関）

都市計画課 景観形成係 ☎ 965-5620

①

②

①



環境課 　☎９７３－５５９４
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i n f o r m a t i o n

広告掲載に関するお問い合わせは、丸正印刷株式会社　1 835－8181

うるま市では、動物病院での狂犬病予防注射をおすすめしています。

飼い主は、狂犬病予防注射を毎年１回受けさせることが法律で義務づ
けられています。
●飼い犬に狂犬病予防注射を受けさせることができるのは、飼い主のあなたです。
　狂犬病は効果的な治療はなく、発症するとほぼ 100％致死的な病気です。
　世界では毎年約 55,000 人（10 分間に１人）が狂犬病で亡くなっており、感染原因の多くは犬による咬傷です。
　しかし、予防注射をしっかりと受けることにより、犬での発症を効果的に予防できます。
　前年どおり、公民館等で狂犬病予防集合注射を６月に行う予定ですが、混雑による犬同士のトラブル、犬のコンデ
　ィションの難しさ、飼い主の仕事の都合等から、都合のいい日に安全に落ち着いて注射ができる動物病院での狂犬
　病予防注射をおすすめしています。
※協力動物病院…６月までに狂犬病予防注射をしていただければ、公民館等で行う集合注射と同額の料金 3,000 円で
　　　　　　　　　注射（注射済票交付）が受けられます。
　　　　　　　　    ７月以降も、もちろん注射（注射済票交付）は可能ですが、料金が異なる病院もあります。
　　　　　　　　　うるま市で新しく犬を飼われる方（転入除く）は、新規登録（犬鑑札交付）が義務となっています。
※上記以外の動物病院でも狂犬病予防注射を受けられますが、料金が異なる場合もあり、注射済票交付のため、うる
　ま市環境課へも来庁して頂くこともあります。事前に病院で確認の上、受付してください。
※６月に公民館等で行う予定の狂犬病予防集合注射の日程については、広報うるま５月号で掲載します。

【４月～６月 狂犬病予防注射料金 3,000 円 要電話予約】

協力動物病院 所在地 診療時間

ながみねどうぶつクリニック
☎９７９－０００１

うるま市字前原 308-4
（具志川ジャスコの裏通り）

金～水曜日 9:00 ～ 12:00、16:00 ～ 19:00
（木曜日休診）

みどり動物病院
☎９７４－８８９８

うるま市みどり町 3-4-2
（市役所本庁近く）

金～水曜日 10:00 ～ 13:00
　　　　　 16:00 ～ 19:00
（木曜日、祝祭日休診）

ホサナ動物病院
☎９６４－５８３７

うるま市石川東恩納 66-2
（東恩納三叉路）

月～土曜日 9:00 ～ 11:45、15:00 ～ 18:45
日曜日 9:00 ～ 11:45
（水曜日、祝祭日休診）

ペットメディカルセンター・
エイル

☎９３０－２２２２

沖縄市比屋根 2-2-1
（ショッパーズ泡瀬の隣）

水～月曜日 9:00 ～ 12:00、16:00 ～ 19:30
火曜日 10:00 ～ 17:30

ｔａｍａ動物病院
☎９３７－３７３７

沖縄市字古謝 1135-5
（宮里中学校向かい）

月～土曜日 9:00 ～ 12:00、16:00 ～ 19:30
祝祭日 9:00 ～ 12:00（日曜日休診）

美里動物病院
☎９３４－４１１０

沖縄市越来 3-14-39
（美来工科高等学校近く）

月～土曜日 9:00 ～ 12:00、16:00 ～ 19:00
日曜日 9:00 ～ 12:00、14:00 ～ 16:00
祝祭日 9:00 ～ 12:00



◎あなたも救命のリレーに参加しませんか。
※ＡＥＤは誰でも使える救命の道具です、応急手当

講習会を受講して使い方を覚えましょう！
◎救急出動が増加傾向です、軽い病気やケガの時は

近くの医院、診療所での受診をおすすめ致します。
　（救急車の適正な利用をお願いします。）

436 件
409 人

1 件

救急出動件数　　　　　
搬送人員
火災件数
（　）は平成 23年１月からの累計。

（978 件）
（909 人）

（7 件）

消防活動状況（平成 23 年 2 月） 

募　

集

ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス
教
室
生
徒
募
集

　

う
る
ま
市
テ
ニ
ス
協
会
で
は
、
ジ
ュ
ニ
ア

テ
ニ
ス
教
室
の
生
徒
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

受
講
を
希
望
す
る
方
は
直
接
会
場
ま
で
お
越

し
く
だ
さ
い
。

【
と 

き
】
毎
週
土
曜
日

　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
前
11
時

【
と
こ
ろ
】
う
る
ま
市
具
志
川
庭
球
場

【
対 

象
】
幼
児
か
ら
小
学
生
ま
で

【
定 

員
】
30
人

【
受
講
料
】
月
額
１
，
５
０
０
円

『
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
』
参
加
者
募
集

　
『
県
民
カ
レ
ッ
ジ
連
携
講
座
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
養
成
講
座
』
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

【
と 

き
】
５
月
15
日
（
日
）
※
雨
天
決
行

【
と
こ
ろ
】
沖
縄
県
立
石
川
青
少
年
の
家

【
対
象
と
定
員
】
18
才
以
上
30
名
程
度

　
（
定
員
に
達
し
次
第
締
め
切
り
ま
す
が
、
申

　

込
が
少
な
い
場
合
中
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118,996 人
59,465 人
59,531 人
44,883 戸

人　口  
 男   
 女         
世帯数

2011年 3月1日 前月比

☆高
た か や

屋 ヨシ様（勝連平安名）より５万円の寄付

☆上
うえはら

原 正
まさのり

則様（みどり町）より10万円の寄付

うるま市社会福祉協議会へ

うるま市育英会へ

うるま市の人口

☆新
あらしろ

城　清
せいじん

仁様（字宇堅）より20万円の寄付
☆沖縄県医薬品小売商組合 具志川支部様より29,361円の寄付
☆ＪＡおきなわ具志川支店 支店まつり実行委員会様
　（みどり町）より45,300円の寄付
☆蔵

くらもと

本 キク様（勝連平安名）より10万円の寄付
☆蔵

く ら ね

根　栄
さかえ

様（勝連南風原）より10万円の寄付
☆長

ながはま

浜　好
よ し こ

子様（みどり町）より５万円の寄付
☆石川地区社交飲食業組合様（石川白浜）より25,000円の寄付
☆高

た か や

屋　ヨシ様（勝連平安名）より５万円の寄付
☆具

ぐ し け ん

志堅　徳
とっこう

行様（字田場）より10万円の寄付
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平成23年4月1日から
パスポート申請窓口
が開設されます。

平成23年4月1日から
パスポート申請窓口
が開設されます。
平成23年４月１日から、うるま市役所市民課窓口（本庁のみ）にて
パスポートの申請、受け取りが出来るようになります。
※うるま市に住民登録のある方は、４月１日から、沖縄県旅券センター、旅券センター北部分室でのパス   
　ポート申請が出来なくなりますので、必ずうるま市役所にて申請してください。

申請に必要なもの申請に必要なもの

申請受付・旅券受取時間申請受付・旅券受取時間

（１）一般旅券発給申請書…
　   （５年、10年）
（２）戸籍（謄）抄本…………

（３）証明写真………………

（４）身元確認の書類の原本…
　  　（コピー不可）　　　

20歳未満の方は５年旅券のみ。20歳以上は５年旅券か10年旅券を選べます。申
請書はうるま市役所（本庁）市民課窓口にて配布しております。
申請者本人のもの。（発行日から６か月以内のもの）
未成年者、または家族で申請する場合は謄本をお持ちください。
申請者本人のみで６か月以内に撮影されたもの。
縦4.5センチ×横3.5センチ縁なし頭は頭頂から顎まで3.4mm±2mmで正面、上
半身（肩より上）、無帽、無背景のもの。
※写真は規格が厳しくなっております。規格に合わない場合には、取り直しをお願
　いすることがあります。
下表の①は１点のみで可。①の書類がない場合は②のＡを２点、またはＡ＋Ｂを
提出。（Ｂの２点は不可）

（５）前回取得したパスポート
※有効期限内にパスポートを切り替える場合（残存有効期間が１年未満）は、パスポートの提出がないと申請出来ません。

月曜日～金曜日（土日祝祭日、年末年始は休み）
午前８時45分～正午、午後１時～午後４時30分

①１点確認

②２点確認（Ａ）

運転免許証、船員手帳、海技免状、住基カード、パスポート、障害者手帳（写真付き）、
戦傷病者手帳、宅地建物取引主任者証、猟銃・空気銃所持許可証、官公庁職員身分
証明書（写真付き）等

健康保険証、国民健康保険証、共済組合員証、船員保険証、後期高齢者医療被保険者証、
国民年金証書（手帳）、厚生年金証書、船員保険年金証書、恩給証書、共済年金証書等

③２点確認（Ｂ）
次の内写真が貼ってあるもの
学生証、会社の身分証明書、公の機関が発行した資格証明書等

詳しくは
市民課（本庁）まで、お問い合わせください。

☎098-973-3206

☎098-989-0956
沖縄県環金武湾地域雇用創造協議会
沖縄県うるま市石川赤崎2-20-1　うるま市IT事業支援センター2号館

平成23年度 事業説明会
日時

うるま市民芸術劇場
「燈ホール」会場

入場無料・申込み不要
上記日時に会場に来て頂ければ入場できます。

参加

平成23年4月16日（土）
午後1時～（開場12時30分）

街 角 コ ン タ ク ト セ ン タ ー

受付はコチラまで 
【うるま市ＩＴ事業支援センター】
☎098-989-0956
【金武町役場 担当：玉栄】 ☎098-968-2645
【宜野座村役場 担当：大城】☎098-968-5100

　環金武湾就活あじまぁプロジェクトでは環金武湾地域の
施設に産業カウンセラーを配置、就職・仕事に関する相談を
受け付けています。
「どんな仕事に就いたら良いか分からない」
「履歴書の書き方が分からない」
「面接の心得を教えてほしい」
「自己アピールのしかたが分からない」
「職場の人間関係で悩んでいる」
など仕事に関する悩みにプロがお答えします。
まずはお気軽にお電話ください。

受付日時 
平日

9：00～17：00


